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公啓法親王からみる輪王寺宮の基礎研究
――近世中期における宮門跡継承の変化――

A Basic Study of the Rinnojinomiya from Prince Koukei:  
Changes in the Succession of Monzeki in the mid-Edo period

松本　大輝

キーワード：輪王寺宮，公啓法親王，公遵法親王，閑院宮家，朝幕関係

　This paper analyzes the characteristics of the Rinnojinomiya （chief 
priest of Rinnoji temple from the Imperial family or a noble family） and 
changes thereof by focusing on Imperial Prince Koukei, the sixth 
Rinnojinomiya, and clarifies the importance of examining each 
Rinnojinomiya generation.
　The Rinnojinomiya was the Miyamonzeki （chief priest served by a 
prince of the Imperial family） and was established on Mt. Nikko to wor-
ship the Tokugawa family. As the head of the religious organization in the 
Edo period, Rinnojinomiya has attracted attention in previous studies as 
being superior to the Kamigata Monzeki that centered around the Impe-
rial Court. However, despite the Rinnojinomiya’s existence as the 
Miyamonzeki for two hundred years over twelve generations, previous 
studies have concentrated on the first and twelfth Rinnojinomiya, with less 
attention to Imperial Prince Koukei.
　However, this does not mean that Imperial Prince Koukei is lacking in 
research importance. Although the relationship between the Imperial court 
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and the Edo shogunate was not necessarily good at the time of establish-
ing the Rinnojinomiya, the court and the shogunate seemed to respect 
each other when they elected Imperial Prince Koukei as the 
Rinnojinomiya. In addition, this paper shows that Imperial Prince Koukei 
was chosen as the first Rinnojinomiya from the prince’s family, not from 
the emperor’s family, and that he was a desirable presence for both the 
Imperial court and the Edo shogunate.
　Thus, Imperial Prince Koukei as the Rinnojinomiya did not have a supe-
rior, one-sided relationship to the Kamigata Monzeki as suggested in previ-
ous studies, but rather a multifaceted relationship. Studying Rinnojinomiya 
based on this multifaceted aspect of the Rinnojinomiya is now required for 
future research on the Rinnojinomiya.
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図は
じ
め
に

　

輪
王
寺
宮
と
は
、
徳
川
家
康
の
没
後
、
家
康
が
帰
依
し
て
い

た
仏
僧
の
天
海
大
僧
正
に
よ
る
思
惑
の
下（
一
）、
後
水
尾
天
皇
の

皇
子
で
あ
る
守
澄
法
親
王
を
寛
永
寺
へ
迎
え
入
れ
、
明
暦
元
年

（
一
六
五
五
）
十
一
月
二
十
六
日
、
後
水
尾
天
皇
か
ら
守
澄
法
親

王
へ
の
勅
号
が
与
え
ら
れ
る
事
で
成
立
し
た
宮
門
跡
で
あ
る
。

天
海
は
徳
川
家
康
の
神
格
化
を
推
し
進
め
た
人
物
で
あ
り
、
輪

王
寺
宮
も
そ
の
一
環
と
し
て
成
立
し
た
。
徳
川
家
康
の
神
格
化

に
当
た
っ
て
は
、
い
か
に
比
叡
山
の
存
在
に
対
抗
す
る
か
が
問

題
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
比
叡
山
の
総
本
山
で
あ
る
延
暦
寺

は
朝
廷
の
鬼
門
の
位
置
を
押
さ
え
る
よ
う
に
存
在
し
、
比
叡
山

に
お
い
て
は
、
青
蓮
院
、
三
千
院
、
妙
法
院
の
三
室
（
天
台
宗

三
門
跡
）
に
代
表
さ
れ
る
宮
門
跡
の
下
、
歴
代
天
皇
が
祀
ら
れ

る
形
を
取
っ
て
い
た
。
徳
川
神
格
化
に
当
た
る
諸
事
は
こ
の
比

叡
山
の
様
式
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
寛
永
寺
は
江
戸
城
の
鬼

門
の
位
置
を
押
さ
え
る
よ
う
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
山
号
は
東
の
比
叡
山
を
意
味
す
る
東
叡
山
で
あ
り
、
更
に
は

寛
永
寺
と
は
別
に
日
光
山
を
整
備
し
た
上
で
、
歴
代
徳
川
将
軍

を
祀
る
た
め
に
天
皇
の
皇
子
を
迎
え
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
輪
王
寺
宮
は
そ
の
成
立
以
後
、
滋
賀
県
の
滋
賀
院
や

京
都
の
毘
沙
門
堂
を
兼
務
し（
二
）、
浅
草
寺
を
そ
の
支
配
下
に
置

く
な
ど
し
て
第
十
二
代
輪
王
寺
宮
で
あ
る
公
現
法
親
王
の
代
ま
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で
続
き
、
公
現
法
親
王
が
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
還
俗（
三
）

に
よ
っ
て
そ
の
終
わ
り
を
迎
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
輪
王
寺
宮
研
究
は
、
江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
と

深
く
関
わ
っ
て
い
る
事
か
ら
、
江
戸
幕
府
の
政
策
研
究
や
仏
教

史
研
究
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
研
究
は
、
決
し

て
十
全
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
歴
代
輪
王
寺
宮
一

人
ひ
と
り
に
対
し
具
体
的
な
考
証
が
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
特

に
今
回
取
り
上
げ
る
第
六
代
輪
王
寺
宮
公
啓
法
親
王
は
、
そ
れ

ま
で
代
々
天
皇
家
皇
子
を
迎
え
て
い
た
輪
王
寺
宮
が
、
初
め
て

親
王
家
（
閑
院
宮
家
）
か
ら
迎
え
る
事
と
な
り
、
こ
れ
以
降
は

一
部
例
外
を
除
き
四
親
王
家
か
ら
迎
え
ら
れ
る
事
に
な
っ
た

き
っ
か
け
と
な
る
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
先
行
研
究
に
て
十
分

に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
の
た
め
本
稿
で
は
公
啓
法
親
王
に
関
す
る
基
礎
研
究
の
構

築
を
主
目
的
と
し
、
そ
の
上
で
公
啓
法
親
王
を
通
し
て
輪
王
寺

宮
の
性
格
や
そ
の
変
化
の
分
析
を
し
、
輪
王
寺
宮
一
代
一
代
を

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

第
一
章
　�

輪
王
寺
宮
の
先
行
研
究
と
公
啓
法
親
王
研
究
の

重
要
性

　

公
啓
法
親
王
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
輪
王
寺
宮

全
体
の
先
行
研
究
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
比
較
す
る
事
に
よ

り
、
公
啓
法
親
王
研
究
を
行
う
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
く
。

　

輪
王
寺
宮
に
関
す
る
研
究
と
し
て
最
初
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

輪
王
寺
宮
の
成
立
に
関
わ
る
研
究
で
あ
る
。
輪
王
寺
宮
の
成
立

と
は
つ
ま
り
初
代
輪
王
寺
宮
で
あ
る
守
澄
法
親
王
を
指
す
が
、

こ
れ
は
輪
王
寺
宮
創
設
を
考
案
し
た
天
海
に
対
す
る
注
目
か
ら

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
面
が
あ
る
。
辻
善
之
助
は
輪
王
寺
宮
を

具
体
的
に
扱
っ
た
最
初
の
研
究
者
で
あ
る
が
、『
日
本
仏
教
史　

近
世
編
之
二
』 （
一
九
五
三
）（
四
）で
、
近
世
宗
教
史
を
取
り
扱
う

に
当
た
っ
て
天
海
を
取
り
上
げ
、
天
海
の
事
歴
を
見
る
中
で
、

日
光
山
で
初
代
輪
王
寺
宮
で
あ
る
守
澄
法
親
王
が
迎
え
ら
れ
る

ま
で
の
経
緯
を
分
析
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
輪
王
寺
宮
の
成
立
と
の
関
わ
り
で
言
及
さ
れ
る
の
が
、

輪
王
寺
宮
の
権
力
性
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
輪
王
寺
宮
は
本

末
制
度
が
整
備
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
宗
教
権
威
に
お
け

る
ト
ッ
プ
に
置
か
れ
た
た
め
で
あ
る
。
杣
田
善
雄
『
幕
藩
権
力
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と
寺
院
・
門
跡
』（
二
〇
〇
三
）（
五
）は
「
堯
恕
法
親
王
日
記
」 

を

通
じ
て
上
方
門
跡
で
あ
る
妙
法
院
か
ら
輪
王
寺
宮
に
つ
い
て
取

り
上
げ
、
輪
王
寺
宮
が
天
台
宗
の
宗
学
統
制
権
や
住
持
任
命
権

な
ど
を
統
制
す
る
事
で
上
方
門
跡
寺
院
に
優
越
す
る
存
在
と
し

て
成
立
し
て
い
る
事
を
示
し
た
。
ま
た
、
輪
王
寺
宮
の
執
奏
が

行
わ
れ
る
前
に
武
家
伝
奏
の
執
奏
に
よ
っ
て
勅
命
が
下
っ
て
い

る
事
例
を
紹
介
し
、
武
家
伝
奏
を
通
じ
て
江
戸
幕
府
が
輪
王
寺

宮
に
対
し
て
優
越
し
て
い
る
と
い
う
権
力
性
の
問
題
を
研
究
し

て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
徳
川
神
格
化
と
輪
王
寺
宮
成
立
が
上

方
か
ら
の
独
立
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
を
し
て

い
る
曽
根
原
理
『
徳
川
家
康
神
格
化
へ
の
道
―
中
世
天
台
思
想

の
展
開
』（
一
九
九
六
）（
六
）や
、
輪
王
寺
宮
の
権
威
に
よ
る
秩
序

形
成
が
近
代
国
家
構
築
の
底
流
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
菅
野

洋
介
「
輪
王
寺
宮
の
権
威
と
在
地
寺
社
の
動
向
」（
二
〇
〇
八
）（
七
）

な
ど
、
輪
王
寺
宮
の
権
力
性
に
関
わ
る
研
究
の
記
述
は
厚
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
輪
王
寺
宮
の
成
立
に
関
す
る
先
行
研
究
で
あ
る

が
、
最
後
の
輪
王
寺
宮
で
あ
る
公
現
法
親
王
に
関
す
る
研
究
は

こ
こ
ま
で
と
は
別
の
関
心
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
藤

井
徳
行
「
明
治
元
年
・
所
謂
「
東
北
朝
廷
」
成
立
に
関
す
る
考

察
―
輪
王
寺
宮
公
現
法
親
王
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九
八
一
）（
八
）で

は
、
明
治
維
新
の
頃
に
お
い
て
、
公
現
法
親
王
を
明
治
政
府
の

掲
げ
る
天
皇
に
対
抗
し
て
、
輪
王
寺
宮
を
天
皇
も
し
く
は
そ
れ

と
同
等
の
地
位
に
持
ち
上
げ
る
と
い
う
東
北
朝
廷
構
想
が
扱
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
藤
井
は
、
東
北
朝
廷
に
関
す
る
言
説
の
由
来

を
辿
る
中
で
、
天
海
の
頃
か
ら
輪
王
寺
宮
を
天
皇
と
す
る
事
を

考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
る
幕
末
の
人
々
の
様
子
を

紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
藤
井
の
研
究
を
代
表
例
と
し
て
挙

げ
る
に
留
め
る
が
、
公
現
法
親
王
に
関
し
て
は
、
輪
王
寺
宮
研

究
と
し
て
の
注
目
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
奥
羽
越
列
藩

同
盟
の
盟
主
で
あ
り
、
東
武
天
皇
説（
九
）と
し
て
の
公
現
法
親
王

に
そ
の
研
究
の
関
心
が
あ
る
事
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
輪
王
寺
研
究
は
、
こ
こ
ま
で
で
取
り
上
げ
た

よ
う
な
初
代
輪
王
寺
宮
守
澄
法
親
王
か
第
十
二
代
輪
王
寺
宮
の

公
現
法
親
王
の
二
極
に
集
中
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
輪
王
寺

宮
の
権
力
性
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
先
述
し
た
杣
田
は
、
上
方

門
跡
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
歴
代
輪
王
寺
宮
を

整
理
し
て
分
析
し
て
い
る
が
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（
一
〇
）な
ど

の
輪
王
寺
宮
の
略
年
譜
上
で
の
経
歴
か
ら
の
分
析
に
留
ま
っ
て

い
る
。
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勿
論
、
守
澄
法
親
王
と
公
現
法
親
王
以
外
に
つ
い
て
全
く
研

究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
ま
で
の
先
行

研
究
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
上
で
公
啓
法
親
王
に
目
を
向
け
て
み

る
と
、
そ
の
研
究
蓄
積
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。

　

例
え
ば
公
啓
法
親
王
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
、
前
述
の
杣
田

の
研
究
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
杣
田
は
『
東
叡
大
王
歴
代
略
御

年
譜
』
な
ど
輪
王
寺
宮
の
略
年
譜
を
通
し
て
分
析
を
行
い
、
他

の
上
方
門
跡
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
と
し
て
、
輪
王
寺
宮
は
空

白
期
間
を
作
ら
な
い
よ
う
に
優
先
的
に
そ
の
跡
継
ぎ
が
決
め
ら

れ
て
い
た
事
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
輪
王
寺
宮
に
つ
い
て
の
人
的

保
障
機
構
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
こ
の
人
的
保
障
機
構
を
通
し

て
、
輪
王
寺
宮
が
他
の
上
方
門
跡
を
従
属
的
位
置
に
置
い
て
い

る
事
例
と
し
、
既
に
円
満
院
を
継
い
で
い
た
の
に
輪
王
寺
宮
に

な
っ
た
公
寛
法
親
王
や
、
同
様
に
円
満
院
を
継
ぐ
は
ず
が
輪
王

寺
宮
と
な
っ
た
公
澄
法
親
王
を
取
り
上
げ
る
の
だ
が
、
公
啓
法

親
王
に
関
し
て
も
同
様
の
事
例
で
あ
る
と
言
及
し
て
い
る
。
こ

こ
に
お
け
る
公
啓
法
親
王
に
対
す
る
言
及
は
、
公
啓
法
親
王
が

本
来
曼
殊
院
を
継
ぐ
は
ず
が
、
輪
王
寺
宮
と
な
っ
た
一
点
で
注

目
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
公
寛
法
親
王
や
公
澄
法
親
王
に
関
し

て
は
そ
の
後
の
円
満
院
の
扱
い
に
ま
で
分
析
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
公
啓
法
親
王
の
曼
殊
院
に
関
し
て
は
全
く
分
析
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
、
公
啓
法
親
王
そ
の
も
の
に
対
す
る
具
体
的
な
考

察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
点
に
お
い
て
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

公
啓
法
親
王
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
他
の
研
究
は
、
大
山
公

淳
「
徳
川
時
代
台
密
教
学
史
」（
一
九
五
〇
）（
一
一
）も
挙
げ
ら
れ

る
。
大
山
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
天
台
密
教
の
流
れ
を
整
理
し

て
お
り
、
そ
の
伝
法
の
流
れ
に
公
啓
法
親
王
が
登
場
す
る
事
か

ら
、
公
啓
法
親
王
に
関
す
る
略
歴
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
、
森
田
晃
一
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
森
田
は
「
東

叡
山
主
・
輪
王
寺
宮
の
浅
草
寺
御
成
に
つ
い
て
」（
一
九
九
八
）（一
二
）

に
て
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
か
ら
輪
王
寺
宮
支
配
下
に
な
っ

た
浅
草
寺
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
輪
王
寺
宮
は
浅
草
寺

を
支
配
下
に
置
い
た
後
に
度
々
浅
草
寺
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
『
浅
草
寺
日
記
』（
一
三
）か
ら
分
析
し
て
い
る
。
森

田
は
『
浅
草
寺
日
記
』
の
う
ち
、
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
か

ら
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
も
の
を
扱
っ
て
お
り
、
こ
の
頃

は
公
遵
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
だ
っ
た
の
が
、
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
に
公
啓
法
親
王
に
そ
の
寺
務
を
譲
っ
た
た
め
、
公

啓
法
親
王
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
森
田
に
よ
る
研

究
は
浅
草
寺
御
成
が
研
究
上
の
焦
点
で
あ
り
、
公
遵
法
親
王
を
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通
じ
て
の
分
析
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
な
ど
、
公
啓
法
親
王
が

中
心
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
公
啓
法
親
王
の
先
行
研
究
事
例
を
取
り
上
げ
て
き

た
が
、
公
啓
法
親
王
が
そ
の
研
究
主
体
と
な
っ
て
い
な
い
上
に
、

略
年
譜
上
で
の
理
解
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
具

体
的
な
分
析
が
さ
れ
ず
に
基
礎
研
究
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な

い
事
が
わ
か
っ
た
。

　

つ
ま
り
公
啓
法
親
王
研
究
は
輪
王
寺
宮
研
究
で
は
殆
ど
未
開

拓
と
な
っ
て
お
り
、
輪
王
寺
宮
に
関
す
る
既
存
の
研
究
や
考
察

に
対
し
て
、
新
た
な
視
座
を
提
供
し
得
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
公
啓
法
親
王
を
主
体
と
し
た
基
礎
研

究
の
構
築
を
第
一
の
目
的
と
し
、
そ
の
上
で
公
啓
法
親
王
研
究

に
は
輪
王
寺
宮
研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
存
在
し
て

い
る
の
か
考
察
を
試
み
る
。

　

な
お
こ
れ
以
降
の
史
料
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
常
用
漢
字

に
改
め
る
等
の
変
更
を
行
っ
た
。
ま
た
史
料
引
用
中
の
︵　

︶

内
は
、
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
。

第
二
章
　
公
啓
法
親
王
の
生
涯

第
一
節
　
公
啓
法
親
王
誕
生

　

公
啓
法
親
王
は
閑
院
宮
家
の
第
一
皇
子
と
し
て
誕
生
し
た
と

さ
れ
る
が
、
既
に
こ
の
誕
生
の
段
階
に
お
い
て
、
二
つ
の
生
年

月
日
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
歴
代
輪
王
寺
宮
の
記
録
を
纏
め
た

『
東
叡
大
王
歴
代
略
御
年
譜
』（
一
四
）で
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）

三
月
十
八
日
の
誕
生
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
閑
院
宮
家
に
関
す

る
記
録
を
記
し
た
『
閑
院
宮
御
家
譜
』
や
『
閑
院
宮
系
譜
』（
一
五
）

で
は
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
二
月
二
十
七
日
と
さ
れ
て

い
る
。
更
に
誕
生
年
が
異
な
る
の
に
対
し
て
、
薨
去
し
た
年
月

日
に
つ
い
て
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
七
月
十
六
日
の
記
述

で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
薨
去
し
た
際
の
記
述
を
中
心
に
考
え
る

な
ら
ば
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
を
誕
生
年
と
す
る
の
が

正
し
い
事
に
な
る
が
、
こ
の
誕
生
年
に
関
わ
る
記
述
の
違
い
に

つ
い
て
、
公
卿
柳
原
紀
光
が
編
纂
し
た
『
続
史
愚
抄
』
で
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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延
享
元
年
十
二
月
七
日
、
丙
戌
、
無
品
寛（
公
啓
法
親
王
）

義
親
王
十
三
歳
元
来
十
二

歳
也
、
而
享
保
廿

一
、三
、四
、
依
中
御
門
院
引
延
一
年
云
、
弾
正

尹
直
仁
親
王
男
、
中
御
門
院
御
養
子
、
号
俊
宮

入
曼
殊
院

〔
黒
板
勝
美
、
国
史
大
系
編
修
会　

編　

 

一
九
六
六
年　
ａ　

五
四
九
〕

　

内
容
と
し
て
は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
公
啓
法
親
王

（
寛
義
親
王
）
が
曼
殊
院
へ
と
入
る
事
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
割
書
に
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
曼
殊

院
入
室
時
の
公
啓
法
親
王
の
年
齢
に
つ
い
て
、
享
保
十
七
年

（
一
七
三
二
）
か
ら
数
え
た
場
合
十
三
歳
で
あ
る
が
、
元
々
は

十
二
歳
で
あ
っ
た
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
由

は
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
三
月
四
日
に
中
御
門
天
皇
に

よ
っ
て
公
啓
法
親
王
の
誕
生
年
が
一
年
程
引
き
延
ば
さ
れ
た
た

め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
改
め
ら
れ
る
前
の
享
保
十
八

年
（
一
七
三
三
）
二
月
二
十
七
日
と
い
う
年
月
日
は
、
実
は
公

啓
法
親
王
の
兄
弟
で
あ
り
、
第
二
代
閑
院
宮
家
当
主
で
あ
る
典

仁
親
王
の
生
年
月
日
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
公
啓
法
親
王

は
実
は
典
仁
親
王
と
双
子
の
兄
弟
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
不
吉
と

な
る
事
を
避
け
る
た
め
に
公
啓
法
親
王
の
誕
生
年
が
改
め
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
生
年
月
日
を
享
保
十
八
年

（
一
七
三
三
）
と
す
る
史
料
は
閑
院
宮
家
内
の
も
の
に
限
ら
れ
る

事
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
双
子
で
あ
る
事
は
内
々
に
伏
せ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
公
啓
法
親
王
の
そ
の
誕
生
年
に
つ
い
て
触
れ
て
き

た
が
、
公
啓
法
親
王
の
出
生
と
い
う
事
で
い
う
と
、
こ
の
母
親

で
あ
る
家
女
房
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。『
東
叡
大
王
歴

代
略
御
年
譜
』（
一
六
）な
ど
に
お
い
て
は
、
た
だ
家
女
房
と
記
載
さ

れ
る
の
み
で
そ
の
名
前
も
わ
か
ら
な
い
人
物
で
あ
る
が
、『
皇
統

譜
録
』（
一
七
）で
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

閑
院
宮
第
二
世

　

典
仁
親
王
母 

伊
藤
氏
名
讃
岐
始
藤
原［
江
］

　
　
　

�

正
徳
二
年
壬
辰
生
、
元
文
五
年
庚
申
八
月
廿
一
日
卒
、

近
江
国
蒲
生
郡
日
野
ノ
人
父
ヲ
伊
藤
与
左
衛
門
ト
称

ス
、
秀
卿
朝
臣
ノ
遠
裔
与
左
衛
門
二
男
氏
義
宝
暦
四

年
甲
戌
ニ
仰
テ
近
習
ニ
被
召
抱
仕
右
兵
衛
大
尉
子
孫

世
仕
閑
院
宮

〔
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光　

監
修　

 

二
〇
二
〇
年　

ｂ　

二
〇
五
〕
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こ
の
家
女
房
は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
、
伊
藤
与
左

衛
門
の
も
と
に
生
ま
れ
た
近
江
国
蒲
生
郡
日
野
の
人
で
あ
る
事

が
わ
か
る
。
そ
し
て
名
前
は
苗
字
の
伊
藤
と
共
に
、
初
め
に
藤

原
（
藤
江
）、
そ
の
後
讃
岐
と
し
て
い
た
事
が
載
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
ど
ち
ら
も
改
称
後
の
も
の
で
あ
り
、『
閑
院
宮
記
録
』（
一
八
）

に
て
、
お
き
よ
か
ら
藤
江
へ
と
改
称
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
伊
藤
き
よ
は
、
そ
の
史
料
に
乏
し
い
も
の
の
、
直
仁
親

王
と
の
間
に
六
人
の
子
供
を
も
う
け
て
お
り
、
こ
の
う
ち
輪
王

寺
宮
と
な
っ
た
公
啓
法
親
王
、
閑
院
宮
第
二
代
当
主
と
な
り
光

格
天
皇
を
送
り
出
し
た
典
仁
親
王
、
十
代
将
軍
で
あ
る
徳
川
家

治
の
も
と
へ
嫁
い
だ
倫
子
女
王
の
産
み
の
親
で
、
庶
民
の
出
で

あ
り
な
が
ら
、
現
在
ま
で
続
く
皇
統
に
関
わ
る
人
物
と
な
っ
て

い
る（
一
九
）。

　

こ
こ
ま
で
公
啓
法
親
王
の
誕
生
に
関
わ
る
諸
事
を
見
て
き
た

が
、
そ
こ
に
は
『
東
叡
大
王
歴
代
略
御
年
譜
』
で
は
決
し
て
捉

え
ら
れ
な
い
研
究
上
興
味
深
い
点
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。

ま
た
輪
王
寺
宮
と
の
関
係
を
含
め
て
考
え
る
と
、
公
啓
以
前
の

輪
王
寺
宮
は
、
双
子
と
疑
わ
れ
る
者
が
い
な
い
事
は
勿
論
で
あ

る
が
、
母
方
に
つ
い
て
も
公
卿
に
連
な
る
か
、
も
し
く
は
公
卿

の
養
女
と
な
っ
て
お
り
、
親
王
家
出
身
で
あ
る
事
以
外
の
点
に

お
い
て
も
、
公
啓
法
親
王
は
歴
代
と
は
異
な
る
事
情
を
抱
え
た

人
物
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
節
　
曼
殊
院
門
跡
と
し
て
の
公
啓
法
親
王

　

公
啓
法
親
王
は
誕
生
後
ま
も
な
く
中
御
門
天
皇
の
養
子
と

な
っ
て
い
る
。『
御
湯
殿
上
日
記
』
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。

　

享
保
十
九
年
十
二
月

廿
四
日
、�

は
る
ゝ
、
く
も
る
、
と（
公
啓
法
親
王
）

し
の
宮
ノ
御
か
た
御
や
う

子
の
事
尹

（
直
仁
親
王
）
宮
へ
仰
出
さ
る
ゝ
、

　

享
保
二
十
年
正
月

十
六
日
、�

は
る
ゝ
と
し
の
宮
御
か
た
御
養
子
、
竹（
曼
殊
院
門
跡
）

内
御
門
跡

へ
御
さ
う
そ
く
の
御
事
仰
出
さ
る
ゝ
、

十
九
日
、�

は
る
ゝ
、
左（
小
森
頼
季
娘
）

衛
門
佐
殿
と
し
の
宮
御
か
た
母
公
仰

出
さ
れ
候
、
御
礼
ニ
御
ま
な
一
折
し
ん
上
、

廿
八
日
、�

ふ
る
、
と
し
の
宮
御
か
た
ゟ
御
養
子
の
御
礼
一
か

二
し
ゅ
ま
い
る

　

二
月

四
日
、�
は
る
ゝ
、
と
し
の
宮
、
御
方
ま
ん
し
ゅ
院
宮
へ
御
さ
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う
そ
く
仰
出
さ
れ
候
御
礼
に
さ
あ
や
三
巻
一
か
三

し
ゅ
ま
い
る

〔
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光　

監
修　

 

二
〇
二
〇
年　

ｂ　

七
〕

　

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
十
二
月
二
十
四
日
に
直
仁
親
王

へ
、
と
し
の
宮
（
俊
宮
、
公
啓
法
親
王
の
事
）
を
中
御
門
天
皇

の
養
子
と
す
る
事
が
申
し
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
竹
内
御
門
跡

（
曼
殊
院
）
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
中
御
門
天
皇
の
妃
で
あ
る
左

衛
門
佐
（
小
森
頼
季
娘
）
を
養
母
と
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
返

礼
品
と
し
て
魚
な
ど
を
贈
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
頃
の
曼
殊
院
門
跡
は
空
白
の
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
公

啓
法
親
王
が
跡
を
継
ぐ
一
つ
前
は
中
御
門
天
皇
の
第
四
皇
子
慈

仁
法
親
王
で
あ
る
が
、
こ
の
慈
仁
法
親
王
は
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）
に
曼
殊
院
を
相
続
し
た
も
の
の
、
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
に
は
仁
和
寺
へ
転
住
し
て
い
る
。
公
啓
法
親
王
へ

曼
殊
院
門
跡
相
続
の
話
が
持
ち
か
け
ら
れ
た
享
保
十
九
年

（
一
七
三
四
）
の
時
点
で
誕
生
し
て
い
る
中
御
門
天
皇
の
他
の
皇

子
に
つ
い
て
列
挙
し
て
み
る
と
、
第
一
皇
子
は
桜
町
天
皇
で
あ

る
。
そ
し
て
、
第
二
皇
子
の
公
遵
法
親
王
は
第
五
代
輪
王
寺
宮

に
定
め
ら
れ
、
こ
の
頃
は
既
に
輪
王
寺
宮
に
な
っ
て
い
る
。
第

三
皇
子
の
忠
誉
法
親
王
は
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
の
時
点

で
親
王
宣
下
を
し
た
後
に
聖
護
院
へ
入
寺
し
て
い
る
。
ま
た
第

五
皇
子
信
宮
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
六
月
に
誕
生
す
る

も
七
月
に
は
薨
去
し
て
お
り
、
中
御
門
天
皇
か
ら
は
仁
和
寺
へ

と
転
住
し
た
慈
仁
法
親
王
以
外
の
曼
殊
院
門
跡
を
出
す
事
が
出

来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
閑
院
宮
家
以
外
の
四
親
王
家
に
も
目
を
向
け
て
み
る
と
、

伏
見
宮
は
第
十
五
代
伏
見
宮
当
主
貞
建
親
王
の
頃
で
、『
伏
見
宮

日
記
』（
二
〇
）に
よ
る
と
第
一
皇
子
の
邦
忠
親
王
は
伏
見
宮
の
跡
継

ぎ
と
し
て
出
家
せ
ず
、
第
二
皇
子
の
邦
頼
親
王
は
公
啓
法
親
王

と
同
じ
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
の
生
ま
れ
で
は
あ
る
が

十
二
月
と
公
啓
法
親
王
よ
り
誕
生
が
遅
く
、
こ
の
後
は
観
修
寺

へ
入
寺
し
て
い
る
。

　

有
栖
川
宮
に
つ
い
て
は
第
五
代
有
栖
川
宮
当
主
職
仁
親
王
の

頃
で
あ
る
が
、『
有
栖
川
宮
日
記
』（
二
一
）に
よ
る
と
第
一
皇
子
の

音
仁
親
王
は
跡
継
ぎ
と
し
て
出
家
し
な
か
っ
た
。
次
に
第
二
皇

子
の
叡
仁
法
親
王
は
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
の
生
ま
れ
で

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
の
段
階
で
梶
井
門
跡
道
仁
法
親
王
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の
遺
言
を
受
け
て
梶
井
門
跡
を
相
続
す
る
事
が
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
第
三
皇
子
の
覚
仁
法
親
王
は
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）

の
生
ま
れ
で
は
あ
る
が
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
十
月
に
お

い
て
三
宝
院
門
跡
房
演
の
附
弟
と
な
る
内
約
を
結
ん
で
い
る
。

最
後
に
第
四
皇
子
の
増
賞
法
親
王
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）

四
月
の
生
ま
れ
で
、
こ
の
時
は
ま
だ
同
年
十
一
月
の
段
階
で
箸

初
の
儀
を
行
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
程
幼
か
っ
た
。

　

最
後
に
桂
宮
（
当
時
は
京
極
宮
と
呼
称
）
で
あ
る
が
、
当
主

は
第
八
代
家
仁
親
王
が
務
め
て
お
り
、『
桂
宮
日
記
』（
二
二
）に
よ

る
と
第
一
皇
子
の
公
仁
親
王
し
か
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
公
仁
は

桂
宮
の
跡
継
ぎ
の
た
め
出
家
は
し
て
い
な
い
。

　

中
御
門
天
皇
と
四
親
王
家
の
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
時

点
で
の
様
相
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
の
公
啓
法

親
王
の
曼
殊
院
相
続
事
情
は
一
般
的
な
範
疇
に
収
ま
っ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
た
。
親
王
家
に
お
け
る
第
一
子
は
後
の
親
王
家
当

主
に
な
る
た
め
に
門
跡
寺
院
の
相
続
が
行
え
な
か
っ
た
。
一
方

で
将
来
的
に
門
跡
寺
院
に
継
ぐ
者
で
あ
っ
て
も
、
先
代
か
ら
の

遺
言
で
そ
の
相
続
が
決
め
ら
れ
る
他
、
内
約
が
結
ば
れ
る
な
ど

し
て
後
々
の
運
び
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
公
啓
法
親

王
は
そ
う
い
っ
た
約
束
事
が
な
い
中
で
、
曼
殊
院
門
跡
相
続
の

候
補
者
達
の
う
ち
、
一
番
年
長
者
で
あ
っ
た
た
め
に
曼
殊
院
門

跡
相
続
を
言
い
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
、
至
っ
て
普
通
の
理
由
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
後
に
輪
王
寺
宮
と
な
る
事
を
踏
ま
え
て
も
、
こ
の
時
に

は
ま
だ
公
啓
法
親
王
の
二
代
前
の
輪
王
寺
宮
で
あ
る
公
寛
法
親

王
が
存
命
し
て
い
る
他
、
次
代
の
公
遵
法
親
王
が
、
享
保
十
六

年
（
一
七
三
一
）
に
は
毘
沙
門
堂
に
入
室
し
て
お
り
、
享
保
二
十

年
（
一
七
三
五
）
に
正
式
に
公
寛
法
親
王
の
跡
継
ぎ
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
段
階
で
は
、
公
啓
法
親
王
の
輪
王

寺
宮
相
続
な
ど
の
考
え
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
一
般
的
な
宮
門

跡
と
し
て
の
道
を
歩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

公
啓
法
親
王
は
こ
の
後
、
曼
殊
院
門
跡
の
道
を
歩
ん
で
い
く

事
と
な
る
が
、
出
家
す
る
前
に
法
要
に
関
わ
っ
た
事
例
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
れ
が
生
母
で
あ
る
伊
藤
き
よ
の
法
事
で
あ
る
。

伊
藤
き
よ
の
法
事
に
関
す
る
記
述
は
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る

が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
四
十
九
日
の
法
事
を
こ
こ
で
は
取
り
上

げ
た
い
。
こ
の
法
事
に
つ
い
て
は
『
閑
院
宮
日
記
』
に
次
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。



－185（12）－

元
文
五
年
十
月
十
日

　

一
真（

伊
藤
き
よ
）

光
院
四
十
九
日
法
事
寿（
典
仁
親
王
）

宮
様
俊（
公
啓
法
親
王
）

宮
様
ゟ
被
仰
付

　
　

候
、
法
事
量
白
銀
二
枚
内
一
枚
御
本
坊
ゟ
来
ル

　
　
　

香
奠
金
百
疋　

寿
宮
様
ゟ
被
備
候

　
　
　

同　
　

百
疋　

五（
倫
子
女
王
）

十
宮
様
ゟ
被
備
候

　
　
　

同　
　

百
疋　

�

俊
宮
様
ゟ
被
備
候
尤
御
本
坊
ゟ
来

ル
、
備
後
守
先
達
而
持
参

〔
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光　

監
修　

 

二
〇
二
〇
年　

ｂ　

一
三
〕

　

こ
の
法
事
は
蘆
山
寺
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
伊
藤
き
よ
（
真
光
院
）
の
四
十
九
日
に
当
た
っ
て
、
典
仁
親

王
（
壽
宮
）、
公
啓
法
親
王
（
俊
宮
）、
倫
子
女
王
（
五
十
宮
）

名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
四
十
九
日
の
法
事
に
関
連
し
て
、
伊
藤

き
よ
の
三
回
忌
に
関
す
る
記
述
も
『
閑
院
宮
日
記
』
に
載
せ
ら

れ
て
い
る
た
め
合
わ
せ
て
見
る
と
、
次
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。

寛
保
二
年
八
月
十
九
日

　

一�

真（
伊
藤
き
よ
）

光
院
三
回
ニ
付
法
事
被
仰
付
候
依
之
俊（
公
啓
法
親
王
）

宮
様
寿（
典
仁
親
王
）

宮
様

ゟ
白
銀
二
枚
蘆
山
寺
へ
被
下
候
尤
手
紙
ニ
而
遣
ス

〔
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光　

監
修　

 

二
〇
二
〇
年　

ｂ　

一
四
〕

　

三
回
忌
に
つ
い
て
は
倫
子
女
王
の
名
前
が
見
ら
れ
な
い
一
方

で
、
典
仁
親
王
と
公
啓
法
親
王
二
人
の
名
前
が
変
わ
ら
ず
見
ら

れ
る
。
こ
の
典
仁
親
王
と
公
啓
法
親
王
は
度
々
対
面
す
る
な
ど

一
緒
に
行
動
す
る
事
が
法
事
に
限
ら
ず
多
く
、
双
子
故
か
幼
少

期
の
読
書
始
な
ど
の
儀
礼
で
は
、
二
人
と
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
が
閑
院
宮
家
当
主
と
輪
王
寺

宮
に
な
っ
た
後
も
度
々
面
会
し
、
典
仁
親
王
の
和
歌
の
門
下
に

公
啓
法
親
王
が
入
る
な
ど
、
閑
院
宮
家
内
に
お
い
て
も
こ
の
二

人
の
関
係
性
は
非
常
に
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
法
事
の
後
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
三
月
に
は
公
啓

法
親
王
は
曼
殊
院
里
坊
へ
移
住
し
、
同
年
十
二
月
二
日
に
親
王

宣
下
、
そ
し
て
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
十
二
月
に
は
曼
殊
院

門
跡
と
し
て
入
寺
し
て
得
度
す
る
事
と
な
る
。
こ
の
得
度
ま
で

の
一
連
の
流
れ
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
輪
王
寺
宮
に
関
係
す
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る
人
物
の
名
が
見
ら
れ
な
い
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
例
と
し
て

公
啓
法
親
王
の
曼
殊
院
へ
の
入
寺
の
様
子
を
記
録
し
た
、
右
大

臣
久
我
通
兄
の
日
記
で
あ
る
『
通
兄
公
記
』
の
記
述
を
取
り
上

げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

延
享
元
年
十
二
月
七
日
、
庚
戌
、
寛（

公
啓
法
親
王
）

義
親
王
号
俊
宮
先
帝
御
養
子
御
母
左

衛
門
佐
實
一
品
宮
次
郎
君
、

今
夜
令
入
曼
殊
院
給
自
兵
部
卿
宮
北
方
今
出
立
給
毎
事

従　

内
之
御
沙
汰
也
、　　
　
　

前
駈
殿
上
栄（
大
原
栄
敦
）

敦
朝
臣

冬（
堀
河
冬
輔
）

輔
朝
臣
共（
梅
小
路
共
経
）

経
朝
臣

実（
四
辻
実
胤
）胤
時
（
西
洞
院
時
名
）
名
各
騎
馬
、
扈
従
公
卿
広（

広

幡

長

忠

）

幡
大
納
言
別
（
柳
原
光
綱
）当

八（

八

条

隆

英

）

条
前
宰
相
等
也
、
又
今
夜
有
得
度
勅
会
也
、
奉
行
職

事
頼
要
朝
臣
、　

戒
師

青（
尊
祐
親
王
）

蓮
院
宮
、
着
座
公
卿
広
幡
大
納
言
別
当
八
条
前
宰
相
脂

殿
上
人
冬
輔
朝
臣
、
実
胤
戒
師
脂

殿
上
人
共
経
朝
臣
時
名

等
云
候
、
宮
法
名
良
啓
云
候

〔
今
江
廣
道
・
平
井
誠
二
校
訂　

二
〇
〇
〇　

九
六
〕

　

こ
こ
で
は
大
原
栄
敦
、
堀
河
冬
輔
、
八
条
隆
英
な
ど
の
羽
林

家
の
家
格
の
者
や
、
広
幡
長
忠
と
清
華
家
の
家
格
の
者
が
参
列

し
て
い
る
。
ま
た
戒
師
を
青
蓮
院
門
跡
（
伏
見
宮
邦
永
親
王
皇

子
尊
祐
親
王
）
が
務
め
て
お
り
、
公
啓
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
と

な
る
事
を
想
定
し
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い（
二
三
）。
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
六
月
に
桜
町
天
皇
が
崩
御
し
た
際
に
は
曼
殊
院
門

跡
と
し
て
供
養
の
導
師
を
務
め
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
は
、
公

啓
法
親
王
は
あ
く
ま
で
曼
殊
院
門
跡
の
道
を
邁
進
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

第
三
節
　
曼
殊
院
門
跡
か
ら
輪
王
寺
宮
附
弟
へ

　

し
か
し
な
が
ら
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
十
月
に
は
公
啓
法

親
王
に
一
つ
の
転
機
が
訪
れ
る
。
第
五
代
輪
王
寺
宮
で
あ
る
公

遵
法
親
王
か
ら
附
弟
（
跡
継
ぎ
）
に
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
閑
院
宮
日
記
抜
抄
』
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

寛
延
三
年
十
月
十
八
日

　

一�

輪（
公
遵
法
親
王
）

門
様
ゟ
御
使
ニ
而
竹（
公
啓
法
親
王
）

門
様
御
事
御
附
弟
之
御
願
被
仰
立

候
処
、
去
十
一
日
御
返
答
有
之
、
御
願
之
通
相
済
候
之

由
被
仰
進
候
、
覚
樹
院
殿
被
勤
候
也

〔
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修　

 

二
〇
二
〇
年　

ｂ　

三
〇
〕

　

公
遵
法
親
王
が
公
啓
法
親
王
を
そ
の
附
弟
と
す
る
事
を
願
い

出
て
、
そ
れ
が
許
諾
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
に
よ
っ
て
、
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今
ま
で
曼
殊
院
門
跡
と
し
て
歩
ん
で
き
た
公
啓
法
親
王
は
、
急

遽
輪
王
寺
宮
と
し
て
の
道
を
歩
む
事
に
な
る
。
こ
の
附
弟
を
定

め
る
過
程
に
つ
い
て
、
武
家
伝
奏
役
を
務
め
た
広
橋
兼
胤
の
日

記
『
廣
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』（
以
下
『
兼
胤
記
』
と
記
す
）

で
具
体
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
取
り
上
げ
た
い
。『
兼

胤
記
』
の
中
に
は
、
興
味
深
い
記
述
と
し
て
、
輪
王
寺
宮
の
跡

継
ぎ
の
決
定
に
先
代
輪
王
寺
宮
の
意
思
が
介
入
し
て
い
る
事
が

挙
げ
ら
れ
る
。

五
日
、

巳
半
刻
参
内
、
同
役
依
所
労
不
参

（
中
略
）

同（
芝
山
前
宰
）

卿
被
示
、
尹
（
直
仁
親
王
）
宮
よ
り
伝
言
云
、
輪
王
寺
宮
御
附
弟
曼（
公
啓
法
親
王
）

殊
院
宮

被
定
度
之
由
自
輪
（
公
遵
法
親
王
）
門
平
（
直
仁
親
王
）
宮
へ
御
望
御
内
談
候
、
未
被
及
返

答
彼
是
思
慮
之
間
、
自
輪
門
被
登
使
者
竹

（
公
啓
法
親
王
）
門
江
直
ニ
被
仰

入
候
、
近
々
表
向
願
可
出
候
間
、
心
得
ニ
御
物
語
被
成
被
置

由
也
、
同
役
江
示
伝
了

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

 

一
九
九
〇
年　

一
八
～
一
九
〕

　

こ
の
記
録
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
七
月
五
日
の
も
の
で

あ
り
、『
兼
胤
記
』
で
は
初
め
て
公
啓
法
親
王
を
輪
王
寺
宮
附
弟

と
す
る
記
述
が
出
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
公
遵
法
親
王
が
公

啓
法
親
王
を
附
弟
と
し
た
い
旨
を
内
々
に
示
し
て
お
り
、
更
に

は
曼
殊
院
に
も
公
遵
法
親
王
か
ら
伺
お
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
関
連
し
て
同
年
七
月
十
二
日
の
内
容
を
合
わ
せ
て
挙
げ
て
お

く
。十

二
日
、

　

巳
半
刻
参
内
、
同
役
依
所
労
不
参

　

�

輪
王
寺
宮
坊
官
吉
川
宮
内
卿
来
、
対
謁
、
淮（
公
遵
法
親
王
）

后
宮
口
上
云
、

彼
宮
御
附
弟
曼（

公
啓
法
親
王
）

殊
院
宮
御
契
約
被
成
度
候
、
依
之
曼
殊
院

宮
江
御
内
約
被
仰
入
候
、
竹
（
公
啓
法
親
王
）
門
御
領
承
候
ハ
ゝ
、
如
先

例
於
関
東
御
願
被
仰
上
、
自
関
東
表
向
可
有
御
執
奏
候
、

御
治
定
之
上
ハ
山
科
江
御
引
取
被
成
、
到
来
年
関
東
江
御
下

向
も
可
有
之
候
、
表
向
之
御
沙
汰
ニ
及
候
節
宜
頼
思
召
候

由
也
、
委
細
了
承
、
猶
同
役
江
も
可
申
聞
之
由
答
了
、
向
同

役
亭
、此
赴
申
達
之
訖
、攝
政
殿
ヘ
も
申
入
了
、〔

東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　
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輪
王
寺
宮
坊
官
で
あ
る
吉
川
宮
内
卿
が
、
公
遵
法
親
王
（
淮

后
宮
）
の
口
上
を
伝
え
る
所
に
よ
る
と
、
公
遵
法
親
王
が
公
啓

法
親
王
を
そ
の
附
弟
と
す
る
事
を
公
啓
法
親
王
と
内
々
で
決
め

た
後
、
こ
の
事
を
江
戸
幕
府
へ
と
伝
え
て
執
奏
す
る
手
筈
を
整

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
決
ま
っ
た
際
に
は
公
啓
法
親
王

を
山
科
毘
沙
門
堂
へ
と
引
き
取
り
、
来
年
に
は
公
啓
法
親
王
を

関
東
へ
と
下
向
さ
せ
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
つ
ま
り
公
遵
法
親

王
に
よ
る
内
約
が
最
初
に
存
在
し
、
そ
の
後
江
戸
幕
府
へ
と
願

い
出
る
流
れ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

輪
王
寺
宮
は
往
々
に
し
て
存
命
中
に
跡
継
ぎ
が
決
め
ら
れ
る

事
が
少
な
く
な
い
。
誰
が
主
体
と
な
っ
て
輪
王
寺
宮
を
定
め
る

か
は
不
明
で
あ
る
事
が
多
い
。
初
代
輪
王
寺
宮
で
あ
る
守
澄
法

親
王
に
限
れ
ば
、
天
海
僧
正
が
朝
廷
へ
と
働
き
か
け
て
い
る
書

状
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
主
体
が
天
海
で
あ
り
、
ま
た
江

戸
幕
府
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
公
啓
法
親
王
お
い
て

は
先
代
輪
王
寺
宮
の
公
遵
法
親
王
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

な
お
公
啓
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
を
相
続
す
る
際
に
は
、
公
啓

法
親
王
が
転
住
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
曼
殊
院
門
跡
が
無
住

に
な
っ
て
し
ま
う
問
題
が
存
在
す
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
、
公

啓
法
親
王
が
曼
殊
院
門
跡
を
暫
く
預
か
る
事
で
の
解
決
が
試
み

ら
れ
て
お
り
、『
兼
胤
記
』
に
次
の
通
り
に
示
さ
れ
て
い
る
。

廿
八
日
、

　

一
辰
半
刻
、
同
役
同
伴
向
松
平
豊
後
守
役
宅
、
対
謁
、

　
（
中
略
）

　

一
参　

內
、
有
御
手
習
、

　

一�

日（
公
啓
法
親
王
）

光
新
宮
願
曼
殊
院
空
室
之
間
被
預
度
由
、
願
之
通
被　

仰
出
、
可
申
達
之
由
攝
政
殿
被
命
、
夫
ニ
付
被　

仰
出

之
趣
、
如
左
、
新
宮
可
申
達
、
豊
後
守
并
竹

（
公
啓
法
親
王
）
門
院
家

坊
官
等
江
も
可
含
置
申
定
了
、

　

一�

曼
殊
院
室
御
相
続
之
人
体
有
之
候
迄
、
御
預
之
儀
、
御

願
之
通
被　

仰
出
候
、
尤
御
兼
帯
ニ
而
者
無
之
候
事
、

　

一�

御
相
続
之
人
体
有
之
候
上
、
法
流
者
青
蓮
院
同
流
勿
論

之
儀
ニ
而
可
有
之
候
事
、

　

一�

大（
公
弁
法
親
王
）

明
院
宮
御
預
之
時
之
例
格
ニ
而
、
諸
事
可
有
御
取
計

候
事
、

右
、
於
柳
原
亭
、
新
宮
坊
官
今
小
路　
　
　

召
寄
被
申
渡
、

翌
廿
九
日
、
新
宮
よ
り
右
三
ヶ
条

承
知
之
由
請
書
、
被
指
出
之
、　

豊
後
守
江
以
書
状
右
之
趣
申
達
、
有
返
答
、

在
二
条
往
來
、

翌
廿
九
日
、

竹
門
之
院
家
静
慮
院
・
坊
官
千
種
宮
内
卿
召
寄
于
柳
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原
亭
、
右
之
趣
趣
申
含
、
院
家
・
坊
官
畏
存
之
由
、
當
家
江

も
来
申
之
、

〔
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こ
こ
で
は
曼
殊
院
を
公
啓
法
親
王
の
預
か
り
と
す
る
勅
許
が

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
勅
許
で
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
三
つ
の

留
意
点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
目
は
、
公
啓
法
親
王
の
後
に

曼
殊
院
門
跡
を
相
続
す
る
者
は
青
蓮
院
の
法
流
に
連
な
る
者
で

あ
る
事（
二
四
）、
二
つ
目
は
、
曼
殊
院
を
預
か
る
際
の
諸
事
に
つ

い
て
、
公
弁
法
親
王
の
例
に
則
る
事
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、「
尤
御
兼
帯
ニ
而
者
無
之
候
事
」
と
曼
殊
院
に

つ
い
て
は
公
啓
法
親
王
の
預
か
り
で
あ
っ
て
兼
帯
で
は
な
い
事

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
兼
帯
で
は
な
く
預
か
り
と
強
調

し
て
い
る
の
は
、
京
に
あ
り
な
が
ら
輪
王
寺
宮
が
兼
帯
す
る
事

で
輪
王
寺
宮
の
管
轄
下
に
入
っ
て
い
る
毘
沙
門
堂
と
い
う
先
例

を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
曼
殊
院
に
関
し
て
毘
沙
門
堂

と
同
じ
道
を
歩
ま
せ
な
い
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
勅
許
で
言
及
す
る

形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
輪
王
寺
門
跡
が
、
既
存
の
宮
門
跡

秩
序
と
は
異
な
る
存
在
と
し
て
朝
廷
内
に
お
い
て
意
識
さ
れ
て

い
た
た
め
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
『
兼
胤
記
』
で
は
、
公
啓
法
親
王
を
附
弟
と
す
る
決
め

方
に
関
し
て
、
そ
の
先
例
を
示
す
と
い
う
形
で
、
歴
代
の
輪
王

寺
宮
に
触
れ
て
い
る
事
例
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

十
八
日
、

（
中
略
）

一�

昨
日
輪（
公
遵
法
親
王
）

王
寺
宮
令
旨
到
来
、
其
趣
輪
王
寺
宮
御
附
弟
之
事
、

曼（
公
啓
法
親
王
）

殊
院
宮
於
関
東
御
願
之
処
、
当
十
一
日
以
相
摸
守
御
願

之
通
被
仰
出
候
段
、　

禁
中
江
被
仰
上
候
由
申
来
候
、
此
儀
、

先
格
正
德
三
年
十
二
月
、
大
明
院
宮
御
附
弟
円（

公
寛
法
親
王
）

満
院
宮

崇
保
院
宮

之
事
、　

御
願
之
節
ハ
、
関
東
江
被
相
願
候
、
尤
ニ　

思
召
候
、

禁（
中
御
門
天
皇
）
裏
・
法
（
霊
元
天
皇
）
皇
之
叡
慮
無
御
別
儀
候
ハ
ゝ
可
被　

仰
出

候
、
被
窺
之
候
由
、
其
節
所
司
代
松
平
紀
伊
守
よ
り
伝
奏

德
大
寺
右
大
将
・
庭
田
前
大
納
言
江
以
書
状
申
来
、
以
其

趣
両
人　

両
御
所
江
相
窺
候
処
、
無
御
別
儀
之
由
被　

仰

出
之
段
、
紀
州
江
申
達
候
、
其
後
紀
州
方
江
以
老
中
奉
書
、

日
光
准
后
就
御
願
円
満
院
宮
御
附
弟
被　

仰
出
候
、　

禁

裏
・
法
皇
達　

叡
聞
候
樣
、
伝
奏
迄
可
申
入
之
由
、
紀
州

被
達
之
、
以
奉
書
之
趣
表
向
沙
汰
有
之
候
、
此
節
円
満
院
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宮
へ
御
使
松
平
紀
州
被　

仰
付
相
勤
之
旨
、
被
示
越
候
趣

ニ
侯
、
今
度
之
取
計
如
何
、
先
例
以
令
旨
令
沙
汰
候
事
無

之
候
、
自
関
東
如
先
格
可
被
仰
進
哉
、
承
度
旨
申
之
、
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こ
こ
で
は
輪
王
寺
宮
附
弟
に
関
す
る
勅
許
の
願
い
出
し
に
つ

い
て
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
二
）
の
公
弁
法
親
王
が
公
寛
法
親

王
（
円
満
院
宮
）
を
附
弟
に
し
よ
う
と
朝
廷
へ
願
い
出
た
事
を

先
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
公
寛
法
親
王
を
附

弟
と
す
る
事
が
、
中
御
門
天
皇
（
禁
裏
）
や
霊
元
天
皇
（
法
皇
）

の
考
え
で
は
問
題
が
な
い
か
確
認
す
る
た
め
、
所
司
代
か
ら
附

弟
と
す
る
旨
を
武
家
伝
奏
へ
伝
え
て
い
る
。
そ
し
て
武
家
伝
奏

か
ら
両
名
へ
と
伺
っ
た
所
、
特
に
問
題
な
く
内
勅
を
得
た
た
め
、

つ
い
に
老
中
奉
書
に
よ
っ
て
表
向
き
の
沙
汰
に
な
っ
て
い
っ
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
輪
王
寺
宮
の
附
弟
の
勅
許
を

出
す
に
は
、
こ
の
先
例
の
通
り
に
行
う
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
こ
で
わ
ざ
わ
ざ
先
例
を
示
し
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
事
前
に
内
勅
を
伺
う
事
も
な
く
勅
許
を
願
い
出
て

し
ま
っ
て
い
る
事
に
朝
廷
が
憤
慨
し
て
い
る（
二
五
）と
い
う
事
情

が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
公
弁
法
親
王
や
公
遵
法
親
王
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例

を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
輪
王
寺
宮
附
弟
を
定
め
る

に
は
、
朝
廷
に
一
度
お
伺
い
を
立
て
、
許
諾
を
得
る
事
で
初
め

て
成
立
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
朝
幕
関
係
と
い
う
観

点
で
言
う
な
ら
ば
、
輪
王
寺
宮
と
い
う
の
は
朝
幕
両
者
の
同
意

を
前
提
と
し
て
お
り
、
輪
王
寺
宮
を
通
し
て
朝
幕
両
者
に
一
定

の
尊
重
が
な
さ
れ
る
事
で
初
め
て
運
用
出
来
る
組
織
と
い
う
側

面
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
最
終
的
に
は
『
兼
胤
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
十
月
二
十
六
日
に
勅
許
が
出
さ
れ
る

形
で
、
無
事
公
啓
法
親
王
が
公
遵
法
親
王
の
附
弟
と
し
て
認
め

ら
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
節
　
輪
王
寺
宮
附
弟
の
選
定
に
関
す
る
考
察

　

こ
こ
ま
で
『
兼
胤
記
』
を
通
し
て
公
啓
法
親
王
が
附
弟
の
定

め
方
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
そ
の
附
弟
の
決
め

方
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
出
て
く
る
。

　

そ
れ
は
、
最
初
に
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
遵
法
親
王
は

附
弟
を
定
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
の
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理
由
に
つ
い
て
、
病
身
で
あ
っ
た
か
ら
附
弟
を
定
め
て
な
る
べ

く
早
く
隠
居
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
『
兼
胤
記
』
で
は
、
公
遵
法
親
王
が
公
啓
法
親
王

を
跡
継
ぎ
と
し
た
後
、
そ
の
寺
務
を
引
き
継
が
せ
て
隠
居
し
た

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
八
月
二
十
八
日
条
に
て
次
の
よ
う
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。

廿
八
日
、

（
中
略
）

一
日（

公
遵
法
親
王
）

光
准
后
宮
依
病
身
、
願
之
通
去
廿
三
日
隠
居
、
新
（
公
啓
法
親
王
）宮

職
務
御
相
続
被
仰
出
候
、
准
后
御
事
随
自
意
院
与
唱
申
之
段
、

老
中
よ
り
示
来
之
由
、
従
讃
岐
守
申
越
了
、
廿
九
日
、同
役
被
沙
汰
之
由
也
、

〔
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公
遵
法
親
王
に
関
し
て
は
、
こ
の
前
後
に
お
い
て
大
病
に
罹
っ

た
と
さ
れ
る
記
録
が
な
く
、
こ
の
後
も
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

に
中
御
門
天
皇
に
関
わ
る
法
要
の
た
め
に
上
洛
し
て
お
り
、
決

し
て
大
病
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
寺
務
を
譲
る
理
由

に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
病
身
で
あ
る
事
と
し
て
い
る
。
比
較
の

た
め
に
歴
代
輪
王
寺
宮
へ
目
を
向
け
て
み
る
と
、
事
前
に
跡
継

ぎ
だ
け
を
決
め
て
お
き
、
そ
の
後
輪
王
寺
宮
が
薨
去
し
た
後
に

寺
務
を
引
き
継
ぐ
形
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
遵
法

親
王
の
先
代
で
あ
る
公
寛
法
親
王
は
、
例
外
的
に
薨
去
す
る
直

前
に
死
期
を
悟
っ
て
公
遵
法
親
王
へ
と
そ
の
寺
務
を
引
き
継
が
せ

て
隠
居
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
公
遵
法
親
王
は
、
こ
れ
ら
の
歴

代
に
比
べ
る
と
、
公
寛
法
親
王
の
よ
う
に
死
を
悟
っ
て
の
隠
居
は

し
て
い
な
い
が
、
公
遵
法
親
王
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
生

ま
れ
で
あ
る
た
め
、
附
弟
を
願
い
出
た
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）

の
段
階
で
は
老
齢
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
必
ず
し
も
十
分
若

い
年
齢
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
輪
王
寺
宮
は
急
死
す
る
者
も

多
く
、
輪
王
寺
宮
の
安
定
し
た
運
営
と
い
う
事
を
考
え
た
場
合
、

大
病
で
は
な
く
と
も
病
身
な
ら
ば
な
る
べ
く
早
く
そ
の
寺
務
の

引
き
継
ぎ
を
行
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
公
遵
法
親
王
は
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
公
啓
法
親

王
を
附
弟
に
定
め
て
か
ら
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
そ
の
寺

務
を
引
き
継
が
せ
、
約
二
年
の
月
日
で
跡
を
継
が
せ
て
お
り
、

輪
王
寺
宮
附
弟
を
願
い
出
る
際
に
公
啓
法
親
王
の
関
東
下
向
ま

で
の
具
体
的
な
予
定
を
伝
達
し
て
い
る
。
こ
の
事
を
踏
ま
え
る

に
、
公
遵
法
親
王
は
歴
代
輪
王
寺
宮
と
同
様
に
た
だ
そ
の
跡
継
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ぎ
を
決
め
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
病
を
理
由
に
な
る
べ
く
早

い
段
階
で
の
隠
居
を
前
提
と
し
て
、
計
画
的
に
附
弟
の
事
を
進

め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
理
由
の
も
と
決
め
ら
れ
た
輪
王
寺
宮
の
附
弟
で

あ
っ
た
が
、
次
に
、
な
ぜ
公
啓
法
親
王
が
選
ば
れ
た
の
か
疑
問

が
生
じ
る
。
公
遵
法
親
王
の
代
ま
で
は
、
輪
王
寺
宮
と
い
う
の

は
代
々
天
皇
の
皇
子
が
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

公
啓
法
親
王
は
前
述
し
て
い
る
よ
う
に
親
王
家
の
皇
子
で
あ
る
。

一
体
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
親
王
家
の
皇
子
を
選
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
の

か
。
そ
し
て
親
王
家
の
皇
子
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
上
で
な
ぜ
閑

院
宮
の
公
啓
法
親
王
が
選
ば
れ
た
の
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
な
理
由
を
示
し
て
い
る
史
料
は
見

ら
れ
な
い
た
め
、
最
初
に
公
啓
法
親
王
が
曼
殊
院
門
跡
に
選
ば

れ
た
時
と
同
様
に
、
天
皇
家
の
動
向
に
つ
い
て
目
を
向
け
て
み

た
い
。
中
御
門
天
皇
の
第
三
皇
子
忠
誉
法
親
王
は
、
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）
の
生
ま
れ
で
聖
護
院
門
跡
と
な
っ
て
お
り
、
忠
誉

法
親
王
以
外
は
公
遵
法
親
王
を
除
い
て
早
逝
す
る
な
ど
し
て
全

員
亡
く
な
っ
て
い
る
。
次
に
桜
町
天
皇
の
皇
子
は
桃
園
天
皇
一

人
し
か
お
ら
ず
、
桃
園
天
皇
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
生

ま
れ
と
ま
だ
幼
年
で
あ
る
た
め
、
近
く
皇
子
が
誕
生
す
る
と

い
っ
た
事
は
考
え
ら
れ
な
い
。
輪
王
寺
宮
の
跡
継
ぎ
と
な
る
事

を
考
え
た
場
合
、
忠
誉
法
親
王
は
既
に
聖
護
院
門
跡
と
な
っ
て

長
く
、
年
齢
に
し
て
も
公
遵
法
親
王
と
同
年
の
生
ま
れ
と
い
う

事
も
あ
っ
て
十
分
な
年
齢
で
あ
る
た
め
、
輪
王
寺
宮
を
継
げ
る

よ
う
な
皇
子
が
い
な
い
事
が
わ
か
る
。
そ
の
上
で
、
公
遵
法
親

王
が
ど
う
し
て
も
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
隠
居
を
考
え
て
い
る
と

い
う
事
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
桃
園
天
皇
が
ま
だ
幼
年
で
あ
る

た
め
、
近
い
将
来
に
お
い
て
輪
王
寺
宮
と
な
り
得
る
よ
う
な
皇

子
が
生
ま
れ
る
状
態
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ど
う
し
て
も

天
皇
家
か
ら
は
輪
王
寺
宮
の
附
弟
の
候
補
を
選
び
出
す
事
が
出

来
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
輪
王
寺
宮
の
附
弟
を
四
親

王
家
か
ら
選
び
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
四
親
王
家
か
ら
輪
王
寺
宮
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
に
し
て
も
、
な
ぜ
閑
院
宮
家
の
公
啓
法
親
王
が
選
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
事
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
先
程

と
同
様
に
閑
院
宮
家
以
外
の
三
親
王
家
の
様
相
を
列
挙
し
て
み

る
。

　

最
初
に
伏
見
宮
は
貞
建
親
王
が
当
主
の
頃
で
あ
り
、『
伏
見
宮

日
記
』（
二
六
）に
よ
る
と
第
二
皇
子
邦
頼
親
王
は
観
修
寺
の
跡
継
ぎ

と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
観
修
寺
門
跡
の
慣
例
に
則
り
、
延
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享
五
年
（
一
七
四
八
）
東
大
寺
別
当
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後

邦
頼
法
親
王
は
加
行
に
励
み
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
二

月
に
は
勧
修
寺
門
跡
継
承
の
挨
拶
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
江
戸
へ

下
っ
て
お
り
、
三
月
に
は
九
代
将
軍
の
徳
川
家
重
と
対
面
し
て

い
る
。
第
三
皇
子
の
尊
英
法
親
王
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

の
生
ま
れ
で
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
に
親
王
宣
下
を
し
て
青

蓮
院
に
入
寺
し
て
お
り
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
四
月
に
桜

町
天
皇
が
崩
御
し
た
際
に
は
そ
の
葬
儀
に
参
列
し
、
公
啓
法
親

王
と
共
に
読
経
を
行
う
な
ど
し
て
い
た
が
、
こ
の
後
宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
七
月
に
は
春
頃
か
ら
体
調
が
優
れ
な
か
っ
た
事
も

あ
り
、
薨
去
し
て
い
る
。
第
四
皇
子
の
尊
真
法
親
王
は
寛
保
四

年
（
一
七
四
四
）
の
生
ま
れ
で
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
は

一
乗
院
の
附
弟
と
な
っ
た
。
そ
し
て
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）

六
月
に
は
半
年
程
体
調
を
崩
す
も
、
後
に
青
蓮
院
へ
入
寺
す
る
よ

う
に
勅
許
が
出
さ
れ
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
親
王
宣
下
を

受
け
て
い
る
。
第
六
皇
子
万
数
宮
は
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
の

生
ま
れ
だ
が
、
こ
の
後
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
薨
去
し
て

い
る
。

　

次
に
有
栖
川
宮
に
つ
い
て
は
職
仁
親
王
が
当
主
の
頃
で
あ
り
、

『
有
栖
川
宮
日
記
』（
二
七
）に
よ
る
と
第
二
皇
子
の
叡
仁
法
親
王
は

梶
井
門
跡
の
附
弟
に
定
め
ら
れ
た
後
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

に
は
日
光
東
照
宮
で
の
徳
川
家
康
百
五
十
回
忌
の
法
要
の
た
め

に
江
戸
へ
と
下
り
、
徳
川
吉
宗
と
対
面
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
、

公
遵
法
親
王
と
共
に
導
師
と
し
て
そ
の
法
会
を
執
り
行
う
な
ど

し
て
お
り
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
の
正
月
に
は
一
度
体
調

を
崩
す
が
、
快
癒
し
て
い
る
。
更
に
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）

十
二
月
に
は
本
来
梶
井
門
跡
に
な
る
た
め
に
必
要
な
伝
法
灌
頂

が
体
調
不
良
を
理
由
に
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
延
期
、
そ
の
体
調

は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
は
薨
去

し
て
い
る
。
第
三
皇
子
の
覚
仁
法
親
王
は
享
保
十
七
年

（
一
七
三
二
）
の
生
ま
れ
で
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
に
は
仁

和
寺
に
入
寺
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

九
月
に
は
持
病
の
脚
気
の
悪
化
に
よ
り
薨
去
し
て
い
る
。
そ
し

て
第
四
皇
子
の
増
賞
法
親
王
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
の

生
ま
れ
で
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
実
相
院
相
続
の
事
を
内

約
し
た
後
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
は
実
相
院
へ
と
入
寺
、

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
は
実
相
院
門
跡
と
し
て
桜
町
天
皇

の
葬
儀
に
参
加
し
た
が
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
は
聖
護

院
へ
と
移
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
桂
宮
は
、
家
仁
親
王
が
当
主
の
頃
で
、『
桂
宮
日
記
』（二
八
）
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に
よ
る
と
第
二
皇
子
の
尊
峰
法
親
王
は
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
の

生
ま
れ
で
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
親
王
宣
下
し
知
恩
院
へ
、

第
三
皇
子
の
尊
映
法
親
王
は
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
の
生
ま

れ
で
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
親
王
宣
下
し
一
条
院
へ
と
入

寺
し
て
い
る
。

　

三
親
王
家
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、

公
啓
法
親
王
は
こ
の
状
況
下
で
輪
王
寺
宮
の
附
弟
に
選
ば
れ
、

し
か
も
江
戸
幕
府
に
し
て
も
朝
廷
に
し
て
も
特
に
他
の
候
補
者

が
示
さ
れ
た
り
、
異
論
が
唱
え
ら
れ
る
事
な
く
選
ば
れ
て
い
る
。

他
の
法
親
王
と
公
啓
法
親
王
に
は
、
ど
の
部
分
に
確
固
た
る
違

い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
年
齢
で
あ
ろ
う
。
公
遵
法
親
王
は

存
命
し
て
い
る
が
、
な
る
べ
く
早
く
隠
居
し
た
い
と
い
う
状
態

に
あ
る
。
こ
の
場
合
、
歴
代
輪
王
寺
宮
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、

初
代
輪
王
寺
宮
の
守
澄
法
親
王
と
先
代
が
急
逝
し
た
公
寛
法
親

王
を
除
き
、
輪
王
寺
宮
や
そ
の
関
係
者
が
次
代
へ
伝
法
を
授
け

る
な
ど
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
公
遵
法
親
王
も
歴
代
と
同
様

に
伝
法
や
寺
務
の
引
き
継
ぎ
を
行
っ
た
上
で
隠
居
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。
例
え
ば
、
桂
宮
家
の
皇
子
達
の
よ
う

に
、
い
ま
だ
親
王
宣
下
も
行
っ
て
い
な
い
程
幼
年
の
者
達
を
そ

の
附
弟
に
定
め
ら
れ
る
と
い
う
事
は
、
隠
居
を
見
据
え
た
附
弟

の
決
定
と
い
う
今
回
の
状
況
下
で
は
、
寺
務
を
完
全
に
引
き
継

が
せ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
考
え
に
く
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
そ
れ
ぞ
れ
の
皇
子
た
ち
の
身
体
の
具
合
と
い
っ
た
事

も
理
由
の
一
つ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
尊
真
法
親
王
や
叡

仁
法
親
王
は
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
段
階
で
病
に
伏
せ

て
お
り
、
覚
仁
法
親
王
も
持
病
を
抱
え
て
い
る
な
ど
と
い
っ
た

事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
ざ
わ
ざ
公
遵
法
親
王
が
病
を
理

由
に
隠
居
を
す
る
状
況
で
、
健
康
面
に
不
安
が
あ
る
者
を
、
輪

王
寺
宮
の
附
弟
に
置
く
事
は
、
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
は
宮
門
跡
内
の
格
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

尊
英
法
親
王
の
青
蓮
院
と
公
啓
法
親
王
の
曼
殊
院
は
格
式
上
で

は
同
じ
親
王
門
跡
で
あ
る
が
、
青
蓮
院
は
三
室
の
一
つ
で
あ
り
、

優
先
的
に
そ
の
跡
継
ぎ
が
決
め
ら
れ
や
す
い
宮
門
跡
と
な
っ
て

い
る（
二
九
）。
一
方
で
曼
殊
院
は
、
先
の
三
室
に
曼
殊
院
と
毘
沙

門
堂
を
加
え
た
天
台
宗
五
箇
室
門
跡
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
啓

法
親
王
の
前
任
で
あ
る
慈
仁
法
親
王
が
途
中
で
仁
和
寺
へ
転
住

し
宮
門
跡
不
在
の
時
期
が
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
公
啓
法
親
王

が
輪
王
寺
宮
の
附
弟
と
な
る
際
に
は
、
曼
殊
院
へ
誰
か
を
転
住
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さ
せ
る
事
も
な
く
預
か
る
事
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
皇

子
の
不
足
と
い
う
状
況
下
で
は
、
同
じ
宮
門
跡
寺
院
で
あ
っ
て

も
そ
の
扱
い
に
差
が
あ
る
事
を
意
味
し
て
お
り
、
輪
王
寺
宮
の

附
弟
の
た
め
に
転
住
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
転
住
さ
せ
や
す

い
宮
門
跡
か
ら
そ
の
候
補
が
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る（
三
〇
）。

　

第
四
に
は
天
皇
家
と
の
血
筋
の
近
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
後
年
閑
院
宮
か
ら
光
格
天
皇
が
選
ば
れ
た
時
に
も
理
由
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
閑
院
宮
は
四
親
王
家
の
中
で

一
番
新
し
く
創
設
さ
れ
た
親
王
家
で
あ
り
、
公
啓
法
親
王
の
親

で
、
閑
院
宮
当
主
で
あ
る
直
仁
親
王
の
親
は
東
山
天
皇
で
あ
る

た
め
、
天
皇
家
と
の
繋
が
り
は
二
親
等
の
皇
子
に
な
っ
て
い
る
。

但
し
こ
の
点
に
つ
い
て
、
有
栖
川
宮
当
主
の
職
仁
親
王
は
先
代

が
当
主
の
跡
継
ぎ
を
定
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
霊
元
天
皇
の
皇

子
か
ら
当
主
と
し
て
選
ば
れ
た
人
物
で
、
こ
の
頃
は
必
ず
し
も

閑
院
宮
だ
け
が
血
縁
上
、
天
皇
家
に
最
も
近
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
事
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
理
由
を
纏
め
て
み
る
と
、
あ
る
一
定
の
年
齢
で
、

病
弱
で
な
い
者
を
前
提
と
し
て
考
え
た
時
に
、
天
皇
家
と
の
血

筋
が
近
く
、
そ
の
上
で
元
の
門
跡
寺
院
の
格
が
問
題
に
な
ら
な

か
っ
た
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
公
啓
法
親
王
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
理
由
は
朝
廷
に
し
て
も
、

輪
王
寺
宮
の
附
弟
の
た
め
に
三
室
の
宮
門
跡
が
空
白
と
な
る
形

は
避
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
公
啓
法
親
王
の
元
々
の
門
跡
寺

院
で
あ
る
曼
殊
院
に
つ
い
て
も
無
住
と
せ
ず
に
公
啓
法
親
王
の

預
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
輪
王
寺
宮
の
た
め
に
京

の
宮
門
跡
事
情
が
大
き
く
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
避
け
ら

れ
て
お
り
、
朝
廷
の
宗
教
秩
序
を
保
ち
つ
つ
輪
王
寺
宮
相
続
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
江
戸
幕
府
は
違
う
観
点
か
ら
公
啓

法
親
王
に
着
目
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

閑
院
宮
出
身
で
あ
っ
た
事
が
好
ま
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
閑
院
宮
は
四
親
王
家
の
中
で
は
、
徳
川
家

宣
か
ら
の
奏
請
に
応
じ
て
創
設
さ
れ
た
親
王
家
で
あ
り
、
家
領

に
つ
い
て
も
家
宣
か
ら
贈
ら
れ
る
形
で
成
立
し
て
い
る
。
ま
た

公
啓
法
親
王
の
妹
で
あ
る
倫
子
女
王
は
徳
川
家
治
の
正
室
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
の
段
階
で
将

来
的
な
婚
約
を
決
定
さ
れ
て
お
り
、
更
に
は
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
に
江
戸
へ
下
る
な
ど
、
公
啓
法
親
王
が
附
弟
と
定

め
ら
れ
る
そ
の
前
か
ら
徳
川
と
閑
院
宮
家
の
関
係
性
が
築
か
れ
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て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
頃
は
、
閑
院
宮
家
と
い
う

の
は
四
親
王
家
の
中
で
も
特
に
徳
川
家
と
関
係
性
が
深
い
所
に

あ
り
、
こ
の
四
親
王
家
か
ら
輪
王
寺
宮
が
輩
出
さ
れ
る
最
初
の

段
階
で
は
、
閑
院
宮
家
が
選
ば
れ
た
と
考
え
る
事
が
出
来
る
。

　

ま
た
輪
王
寺
宮
の
格
式
に
つ
い
て
も
、
天
皇
の
皇
子
を
選
ぶ

事
が
出
来
な
い
と
い
う
状
況
下
で
は
、
江
戸
幕
府
側
か
ら
見
て

も
一
定
の
格
式
を
保
つ
人
物
と
な
っ
て
い
る
。
元
々
輪
王
寺
宮

は
比
叡
山
に
対
す
る
対
抗
意
識
の
も
と
創
設
さ
れ
た
が
、
こ
の

頃
は
比
叡
山
を
治
め
る
三
室
の
門
跡
寺
院
は
天
皇
家
か
ら
四
親

王
家
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
三
室
の
う
ち
妙

法
院
以
外
は
親
王
家
出
身
者
が
宮
門
跡
を
務
め
、
妙
法
院
に
し

て
も
最
後
の
天
皇
家
出
身
の
宮
門
跡
で
あ
る
尭
恭
法
親
王
の
代

で
あ
り
、
以
降
は
親
王
家
か
ら
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
幕
府

に
し
て
も
深
刻
な
皇
子
不
足
と
い
う
事
態
に
お
い
て
、
宮
門
跡

と
い
う
一
定
の
格
式
を
保
つ
事
さ
え
出
来
れ
ば
、
そ
の
候
補
者

に
つ
い
て
問
題
視
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
輪
王
寺
宮
の
附
弟
の
事
に
つ
い
て
は
、
病
を
理

由
に
公
遵
法
親
王
が
な
る
べ
く
早
く
隠
居
を
し
た
い
事
に
加
え
、

深
刻
な
皇
子
不
足
と
い
う
状
況
下
で
、
朝
廷
と
江
戸
幕
府
と
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
観
点
か
ら
公
啓
法
親
王
を
輪
王
寺
宮
の
跡
継

ぎ
に
認
め
て
お
り
、
誰
か
ら
も
異
論
の
出
な
い
人
物
と
し
て
附

弟
に
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
五
節
　
輪
王
寺
門
跡
と
し
て
の
公
啓
法
親
王

　

公
啓
法
親
王
が
公
遵
法
親
王
の
跡
継
ぎ
と
さ
れ
て
か
ら
は
、
普

段
は
輪
王
寺
宮
と
し
て
の
寺
務
に
励
み
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）

に
は
一
品
宣
下
を
行
っ
た
他
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に

は
天
台
座
主
の
地
位
に
就
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
代
輪

王
寺
宮
と
同
様
の
道
を
歩
ん
で
い
く
事
と
な
る
が
、
そ
の
中
で

も
い
く
つ
か
興
味
深
い
記
録
が
存
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
『
閑
院
宮
日
記
』
に
よ
る
と
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）

五
月
九
日
に
は
、
公
啓
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
の
寺
務
を
継
ぐ
た

め
に
関
東
に
下
る
に
当
た
っ
て
、
一
度
閑
院
宮
家
に
訪
れ
、
餞

別
品
を
賜
っ
て
い
る
。
更
に
江
戸
に
下
っ
た
際
に
は
、
徳
川
家

治
の
正
室
と
な
る
た
め
先
に
江
戸
に
下
っ
て
い
た
妹
の
倫
子
女

王
か
ら
も
餞
別
品
を
貰
っ
た
事
が
『
徳
川
実
紀
』
に
書
か
れ
て

お
り
、
閑
院
宮
家
と
の
関
係
性
の
深
さ
が
表
れ
て
い
る
事
例
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
江
戸
に
下
っ
た
直
後
に
公
啓
法
親
王
は
徳
川
家
重
と

対
面
す
る
事
と
な
る
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
『
徳
川
実
紀
』
で
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は
非
常
に
手
厚
く
迎
え
ら
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

六
日
、
日（
公
啓
法
親
王
）

光
新
宮
は
じ
め
て
の
御
対
面
あ
り
、
新
宮
よ
り
馬

資
の
金
、
紗
綾
廿
端
さ
ゝ
げ
ら
る
、
高
家
畠
山
飛
騨
守
義
紀

御
使
し
、
准
（
公
遵
法
親
王
）
后
に
巻
物
二
十
、
二
種
一
荷
、
新
宮
に
綿
二
百

把
、
二
種
一
荷
を
贈
ら
せ
給
ひ
、　

大（
徳
川
吉
宗
）

御
所
よ
り
は
前
田
信
濃

守
長
泰
、　

大（
徳
川
家
治
）

納
言
殿
よ
り
は
長
澤
壱
岐
守
資
祐
し
て
、
准
后

に
巻
物
十
二
種
一
家
、
新
宮
に
綿
百
把
、
一
種
一
荷
つ
か
は

さ
る
、

〔
黒
板
勝
美
、
国
史
大
系
編
修
会　

編　

 
一
九
九
九　

五
三
七
〕

　

こ
こ
か
ら
、
江
戸
城
で
徳
川
家
重
と
対
面
し
て
お
り
、
こ
の

後
、
大
御
所
（
徳
川
吉
宗
）
と
大
納
言
（
徳
川
家
治
）
か
ら
使

い
が
派
遣
さ
れ
、
物
品
を
贈
ら
れ
る
な
ど
、
手
厚
く
迎
え
ら
れ

て
い
る
事
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
徳
川
に
お
け
る
輪
王
寺
宮
の
存

在
の
大
き
さ
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
て
江
戸
に
下
っ
た
後
に
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

八
月
、
公
啓
法
親
王
は
公
遵
法
親
王
か
ら
そ
の
寺
務
を
譲
ら
れ
、

正
式
に
輪
王
寺
宮
と
な
る
。
こ
の
事
は
『
徳
川
実
紀
』
に
て
次

の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

廿
三
日
酒
井
左
衛
門
尉
忠
寄
、
松
平
右
近
将
監
武
元
御
使
し

て
山
に
ま
か
り
、
准
后
公
遵
法
親
王
に
御
詞
を
伝
ふ
る
は
、

近
頃
病
が
ち
に
て
寺
務
を
新
宮
に
譲
り
、
職
辞
せ
ん
事
聞
え

あ
げ
ら
れ
し
が
、

新（
公
啓
法
親
王
）
宮
参
向
の
程
も
へ
ざ
る
を
も
て
、
今
し
ば
し
在
職
し
給

ふ
や
う
思
し
め
せ
ど
も
、
御
病
の
事
故
や
む
事
を
得
ず
に
病

養
ひ
給
ふ
べ
し
、
新
宮
は
今
よ
り
寺
務
に
あ
た
ら
せ
給
ふ
べ

し
と
な
り
、

廿
四
日

（
中
略
）

此
日
日
光
門
跡
公
啓
法
親
王
御
対
面
あ
り
、
山
に
御
使
あ
り

し
を
謝
せ
ら
る
、
又
准
后
公
遵
法
親
王
よ
り
は
凌
雲
院
大
僧

正
光
俊
し
て
、
隠
退
の
御
ゆ
る
し
あ
り
て
新
宮
に
職
務
ゆ
づ

り
た
ま
ひ
し
を
謝
せ
ら
る
、
准
后
は
け
ふ
よ
り
随
自
意
院
と

称
せ
ら
る
、

〔
黒
板
勝
美
、
国
史
大
系
編
修
会　

編　

 

一
九
九
九　

五
七
三
〕
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こ
こ
で
は
『
兼
胤
記
』
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
公
遵
法
親
王

が
病
気
が
ち
で
あ
る
事
を
理
由
に
隠
居
を
し
、
公
啓
法
親
王
へ

と
そ
の
跡
を
継
が
せ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
ま
た
、
公
遵
法
親

王
は
前
例
の
な
い
隠
居
を
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
隠
居
が
認

め
ら
れ
た
事
に
つ
い
て
感
謝
の
意
を
示
し
て
い
る
事
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
隠
居
に
つ
い
て
江
戸
幕
府
の
許
可
が
必
要

で
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
り
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
宗
教
秩
序
の

中
に
輪
王
寺
宮
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
一
事
例
と
も
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
天
台
座
主
と
な
る
た
め

に
京
へ
上
洛
し
た
際
に
は
、
青
蓮
院
門
跡
の
尊
真
法
親
王
に
対

し
て
、
公
啓
法
親
王
が
灌
頂
を
授
け
る
た
め
に
曼
殊
院
を
兼
帯

し
た
と
い
う
興
味
深
い
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は

『
兼
胤
記
』
の
宝
暦
十
二
年
五
月
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

十
一
日
、　

同
役
依
所
勞
不
參
、

一
已
半
剋
參　

內

一
輪（

公
啓
法
親
王
）

王
寺
宮
被
願
、
青（
尊
真
法
親
王
）

蓮
院
宮
灌
頂
ニ
付
三
昧
流
伝
法
曼
殊

院
預
ニ
而
ハ
差
支
有
之
ニ
付
、
暫
之
內
内
被
兼
帯
度
由
願
書
、

入
內
覧
、
附
治
刀
卿
言
上
、
被　

聞
召
、
願
之
通
被　

仰
下

了
、
同
役
へ
申
達
了
、

〔
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

編　

二
〇
一
三
年　

二
四
六
〕

　

こ
れ
は
、
公
啓
法
親
王
が
青
蓮
院
尊
祐
親
王
の
灌
頂
の
戒
師

を
務
め
る
た
め
に
、
法
曼
流
の
教
え
に
基
づ
く
輪
王
寺
宮
と
し

て
で
は
な
く
、
青
蓮
院
と
同
じ
三
昧
流
の
教
え
に
基
づ
く
曼
殊

院
を
一
時
的
に
預
か
っ
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。
公
啓
法
親
王

が
輪
王
寺
宮
に
選
ば
れ
た
理
由
を
考
察
し
た
際
に
述
べ
た
よ
う

に
、
京
に
お
け
る
既
存
の
宗
教
秩
序
に
公
啓
法
親
王
が
配
慮
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

更
に
こ
の
上
洛
中
に
は
、
桃
園
天
皇
が
急
激
に
体
調
を
悪
化

さ
せ
、
崩
御
し
て
い
る
の
だ
が
、『
御
湯
殿
上
日
記
』
に
よ
る

と
、
こ
の
際
に
青
蓮
院
や
妙
法
院
な
ど
三
室
の
宮
門
跡
と
一
緒

に
公
啓
法
親
王
と
公
遵
法
親
王
が
加
持
祈
禱
の
た
め
に
桃
園
天

皇
の
も
と
を
訪
れ
、
そ
の
後
の
桃
園
天
皇
の
葬
儀
に
も
一
宮
門

跡
と
し
て
参
加
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
は
じ
め
は
徳
川
家
を

祀
り
、
宗
教
行
政
を
統
轄
す
る
た
め
に
成
立
し
た
輪
王
寺
宮
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
既
存
の
宗
教
秩
序
と
迎
合
し
、
ま
た

状
況
に
よ
っ
て
は
配
慮
す
る
事
で
存
続
し
て
い
る
面
も
あ
る
事
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か
ら
、
必
ず
し
も
一
方
的
で
は
な
い
朝
幕
関
係
と
い
う
も
の
が

輪
王
寺
宮
か
ら
見
て
取
れ
る
。

第
六
節
　
公
啓
法
親
王
の
薨
去

　

公
啓
法
親
王
は
公
遵
法
親
王
の
よ
う
に
病
気
が
ち
に
な
る
事

も
な
く
、
順
調
に
そ
の
寺
務
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
安
永

元
年
（
一
七
七
二
）
に
大
病
に
罹
り
、
薨
去
し
て
い
る
。
薨
去

ま
で
の
様
子
に
つ
い
て
、『
徳
川
実
紀
』
に
て
次
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。

安
永
元
年

六
月

　

�

廿
六
日
（
中
略
）
又
日
光
門
跡
公
啓
法
親
王
こ
の
ほ
ど
重

病
に
て
ふ
し
給
へ
る
よ
し
聞
召
、
御
側
水
野
山
城
守
政
勝

御
使
し
て
人
参
一
匣
を
を
く
ら
せ
ら
る
、

　

�

廿
八
日
け
ふ
も
ま
た
高
家
大
澤
相
模
守
基
典
御
使
し
て
、

法
親
王
の
病
を
と
は
せ
ら
る

　

�

廿
九
日
け
ふ
も
法
親
王
の
病
を
と
は
せ
ら
れ
御
側
津
田
日

向
守
信
之
も
て
寒
晒
糯
末
を
遅
ら
せ
ら
る
、
さ
る
に
タ
つ

げ
て
い
と
ヾ
重
く
な
や
ま
せ
給
ふ
よ
し
聞
え
け
れ
ば
、
ま

た
松
平
周
防
守
康
福
、
板
倉
佐
渡
守
勝
清
寛
永
寺
に
お
も

む
き
そ
の
病
を
視
せ
ら
る
、

七
月

　

�

四
日
公
啓
法
親
王
の
病
と
は
せ
ら
れ
て
、
高
家
吉
良
左
京

大
夫
義
豊
御
使
す

　

�

七
日
日
光
門
跡
の
病
を
と
は
せ
ら
れ
、
高
家
六
角
越
前
守

広
孝
御
使
す
、

　

�

八
日
高
家
堀
川
兵
部
大
輔
広
之
を
か
し
法
親
王
の
病
を
と

は
せ
ら
る

　

�

十
五
日
け
ふ
公
啓
法
親
王
や
ま
ひ
す
で
に
危
篤
に
及
ば

る
ヾ
よ
し
聞
え
し
か
ば
、
高
家
吉
良
右
京
大
夫
義
豊
御
使

し
て
と
は
せ
ら
る

　

�

十
六
日
輪
王
寺
門
跡
一
品
公
啓
法
親
王
薨
ぜ
ら
る
、
親
王

実
は
閑
院
一
品
弾
正
尹
直
仁
親
王
の
子
な
り
し
を
、　

桜
町

院
養
ひ
給
ひ
て
、
は
じ
め
曼
殊
院
の
宮
と
申
し
け
る
が
、

後
に
前
輪
王
寺
公
遵
法
親
王
の
附
弟
と
な
り
給
ひ
、
宝
暦

二
年
八
月
廿
三
日
寺
務
を
掌
り
、
門
主
の
職
に
い
ま
す
事

二
十
一
年
た
り
、
こ
の
親
王
は　

心（
倫
子
女
王
）

観
院
殿
の
御
は
ら
か

ら
な
れ
ば
、
本
城
よ
り
の
御
待
遇
浅
か
ら
ず
、
こ
た
び
も　

大
納
言
殿
姫
君
に
御
喪
制
に
こ
も
ら
せ
給
ふ
、
よ
り
て
音
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楽
を
廃
停
せ
ら
る
ゝ
こ
と
三
日
、

〔
黒
板
勝
美
、
国
史
大
系
編
修
会　

編　

 

一
九
九
九
年　

三
九
〇
～
三
九
二
〕

　

こ
こ
で
は
公
啓
法
親
王
が
急
激
に
体
調
を
悪
化
さ
せ
、
江
戸

城
か
ら
様
々
な
人
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
病
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
、
探
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
薨
去
し
た

事
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
公
啓
法
親
王
に
つ
い
て
江
戸
幕
府
に

よ
っ
て
手
厚
く
扱
わ
れ
て
い
る
事
が
よ
く
わ
か
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
が
、
何
よ
り
も
公
啓
法
親
王
が
薨
去
し
た
日
の
内
容
が

注
目
さ
れ
る
。
公
啓
法
親
王
に
つ
い
て
「
心
観
院
殿
の
御
は
ら

か
ら
な
れ
ば
、
本
城
よ
り
の
御
待
遇
浅
か
ら
ず
」
と
、
心
観
院

（
倫
子
女
王
）
の
兄
弟
で
あ
る
た
め
に
、
公
啓
法
親
王
の
待
遇
が

良
い
事
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
も
何
度
か
言

及
し
て
い
る
が
、
倫
子
女
王
は
徳
川
家
治
の
正
室
で
あ
り
、
ま

た
、
家
治
は
倫
子
女
王
一
人
に
対
し
て
寵
愛
を
注
い
で
い
る
よ

う
な
人
物
で
あ
っ
た
。
倫
子
女
王
は
公
啓
法
親
王
が
薨
去
す
る

一
年
程
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
わ
ざ
わ

ざ
『
徳
川
実
紀
』
上
で
右
記
の
よ
う
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
公

啓
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
に
選
ば
れ
た
理
由
を
考
察
す
る
際
に
、

閑
院
宮
家
と
の
関
係
性
を
そ
の
理
由
に
一
つ
挙
げ
た
が
、
こ
こ

で
そ
の
理
由
が
補
完
さ
れ
る
よ
う
な
事
象
が
示
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

第
三
章
　
輪
王
寺
宮
研
究
上
に
お
け
る
公
啓
法
親
王
の
意
義

　

こ
こ
ま
で
公
啓
法
親
王
に
お
け
る
生
涯
を
通
し
、
そ
の
継
承

の
変
化
の
様
相
を
深
く
見
て
き
た
が
、
最
後
に
公
啓
法
親
王
に

関
す
る
輪
王
寺
宮
研
究
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
親
王
家
出
身
者
か
ら
選
ば
れ
る

の
が
、
既
存
の
宗
教
秩
序
を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
事
で
あ
る
。

本
来
曼
殊
院
門
跡
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
公
啓
法
親
王
が
、
輪

王
寺
宮
の
た
め
に
転
住
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
行
為
は
、
輪
王
寺

宮
存
続
の
た
め
に
、
上
方
門
跡
よ
り
も
輪
王
寺
門
跡
が
優
先
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
行
為
で
あ
る
が
、
そ
の
実
情
は
天
皇

家
の
皇
子
不
足
と
い
う
環
境
を
考
慮
し
、
ま
た
上
方
門
跡
内
に

お
い
て
も
影
響
が
少
な
い
宮
門
跡
を
対
象
と
し
て
選
ん
だ
結
果

な
の
で
あ
る
。
更
に
曼
殊
院
門
跡
が
完
全
に
無
住
と
な
っ
て
し

ま
う
状
況
に
も
配
慮
が
さ
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
な
ど
で
捉
え

ら
れ
る
よ
う
な
、
上
方
門
跡
に
完
全
に
優
越
す
る
輪
王
寺
宮
と
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は
ま
た
異
な
っ
た
姿
が
公
啓
法
親
王
に
は
表
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

第
二
に
は
、
一
元
的
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
輪
王
寺
宮
の
複
雑

な
関
係
性
に
つ
い
て
、
公
啓
法
親
王
を
通
し
て
見
る
事
が
出
来

る
事
で
あ
る
。
先
述
し
た
曼
殊
院
門
跡
預
か
り
と
い
う
行
為
は

一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
輪
王
寺
宮
が
上
方

門
跡
と
は
異
な
る
事
を
意
識
し
て
勅
許
が
出
さ
れ
、
輪
王
寺
宮

と
し
て
出
家
し
、
閑
院
宮
家
と
の
深
い
関
係
性
が
記
録
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
輪
王
寺
宮
の
立
場
が
強
く
意
識
さ
れ
る
状
況
と
あ

く
ま
で
公
啓
法
親
王
個
人
と
し
て
の
関
係
性
が
意
識
さ
れ
て
い

る
状
況
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
更
に
こ
れ
は
朝
幕
関
係
な
ど
に

も
目
を
向
け
て
も
、
跡
継
ぎ
の
定
め
方
で
は
、
先
例
と
そ
の
や

り
方
が
異
な
る
事
に
朝
廷
が
憤
慨
す
る
一
方
、
公
啓
法
親
王
が

輪
王
寺
宮
と
な
る
事
自
体
に
つ
い
て
反
対
さ
れ
る
事
も
な
く
、

輪
王
寺
宮
の
存
続
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
輪
王
寺

宮
と
す
る
事
そ
の
も
の
が
反
対
さ
れ
て
い
た
守
澄
法
親
王
の
時

代
に
比
べ
る
と
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
時
と
場
合
に
応
じ
て
変

化
す
る
朝
幕
間
の
多
面
的
な
関
係
性
が
輪
王
寺
宮
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

最
後
に
、
江
戸
幕
府
内
で
輪
王
寺
宮
が
非
常
に
重
要
な
存
在

と
し
て
捉
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
事
が
、
見
て
取
れ
る
。
そ
も
そ
も

公
啓
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
に
選
ば
れ
た
の
は
、
公
遵
法
親
王
に

関
し
て
、
輪
王
寺
宮
の
隠
居
と
い
う
前
例
の
な
い
行
為
が
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
事
に
端
を
発
し
て
い
る
他
、
公
啓
法
親
王
が

関
東
に
下
っ
た
時
の
様
子
や
、
薨
去
し
た
際
の
様
子
か
ら
、
非

常
に
待
遇
の
良
い
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
閑
院
宮
家
の
倫
子
女
王
を
徳
川
家
治
の
室
と
し
て
迎
え

る
な
ど
、
閑
院
宮
家
と
の
関
係
性
を
深
め
て
い
る
事
の
影
響
性

も
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
江
戸
幕
府
内
で
は
、
輪
王
寺

宮
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
事
の
表
れ
で
あ
り
、
最
終
的
に
江

戸
幕
府
方
の
盟
主
と
し
て
担
が
れ
た
公
現
法
親
王
ま
で
の
布
石

の
一
つ
と
捉
え
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
公
啓
法
親
王
の
生
涯
を
通
し
て

そ
の
基
礎
的
な
研
究
を
行
い
、
輪
王
寺
宮
研
究
に
お
け
る
公
啓

法
親
王
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
し
て
公
啓
法
親

王
と
い
う
の
は
皇
子
不
足
な
ど
の
時
代
の
環
境
の
変
化
に
輪
王

寺
宮
が
迎
合
し
た
た
め
に
誕
生
し
た
人
物
で
あ
る
と
言
え
る
。
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先
行
研
究
上
で
は
、
天
海
の
思
惑
の
も
と
に
成
立
し
た
輪
王
寺

宮
と
い
う
の
が
念
頭
に
置
か
れ
、
寺
院
を
統
監
す
る
宗
教
行
政

上
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
輪
王
寺
宮
に
そ
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る

事
が
多
い
。
し
か
し
、
朝
廷
と
江
戸
幕
府
と
が
互
い
の
権
威
を

認
め
る
事
に
よ
っ
て
輪
王
寺
宮
は
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

輪
王
寺
宮
一
人
ひ
と
り
の
分
析
を
通
し
て
、
よ
り
多
面
的
な
輪

王
寺
宮
の
姿
を
捉
え
た
上
で
輪
王
寺
宮
に
つ
い
て
考
え
る
事
こ

そ
が
、
今
輪
王
寺
宮
研
究
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

《
注
》

（
一
）	

喜
多
院
所
蔵
の
「
天
海
関
係
文
書
」
に
お
い
て
、
天
海
が
京
都
三
千
院
の

最
胤
親
王
に
宛
て
た
書
状
が
確
認
出
来
る
が
、
こ
の
書
状
で
は
将
来
皇
子

を
法
親
王
と
し
て
江
戸
に
迎
え
た
い
旨
を
示
し
て
お
り
、
日
光
山
や
寛
永

寺
の
創
設
を
働
き
か
け
た
の
も
天
海
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
天
海
の

思
惑
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）	

第
三
代
輪
王
寺
宮
で
あ
る
公
弁
法
親
王
が
入
寺
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

元
は
天
海
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
お
り
、
公
弁
法
親
王
が
入
寺
す
る
事
で

以
後
宮
門
跡
と
し
て
代
々
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
そ
の
寺

域
内
に
は
輪
王
寺
宮
墓
地
が
存
在
し
て
い
る
。

（
三
）	

公
現
法
親
王
は
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
に
奥
羽
越

列
藩
同
盟
の
盟
主
に
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
崩
壊
後
に

は
謹
慎
処
分
を
受
け
、
最
終
的
に
は
親
王
の
身
分
を
解
か
れ
た
た
め
還
俗

す
る
事
と
な
っ
た
。

（
四
）	

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史　

近
世
編
２
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
）。

（
五
）	

杣
田
善
雄
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』（
思
文
閣
史
学
叢
書
、
二
〇
〇
三

年
）。

（
六
）	

曽
根
原
理
『
徳
川
家
康
神
格
化
へ
の
道
―
中
世
天
台
思
想
の
展
開
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）。

（
七
）	

菅
野
洋
介
「
輪
王
寺
宮
の
権
威
と
在
地
寺
社
の
動
向
」
井
上
智
勝
、
高
埜

利
彦 

編
『
近
世
の
宗
教
と
社
会
2
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）

二
二
七-

二
四
七
頁
。

（
八
）	

藤
井
徳
行
「
明
治
元
年
・
所
謂
「
東
北
朝
廷
」
成
立
に
関
す
る
考
察
―
輪

王
寺
宮
公
現
法
親
王
を
め
ぐ
っ
て
」
手
塚
豊 

編
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究

1
』（
北
樹
出
版
、
一
九
八
一
年
）
二
一
九
頁-

三
一
六
頁
。

（
九
）	

新
政
府
軍
の
明
治
天
皇
に
対
抗
し
て
、
公
現
法
親
王
を
旧
幕
府
軍
の
天
皇

と
し
て
掲
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
説
。
公
現
法
親

王
は
こ
の
東
武
天
皇
説
が
事
実
か
ど
う
か
を
巡
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
る
事

が
多
い
。

（
一
〇
）	

塙
保
己
一 

編
纂
、
太
田
藤
四
郎 

補
『
群
書
系
図
部
集
』（
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
八
五
年
）
に
収
録
。

（
一
一
）	
大
山
公
淳
「
徳
川
時
代
台
密
教
学
史
」（『
密
教
文
化
』
通
号
一
二
号
、
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一
九
五
〇
年
） 

一
頁-

一
五
頁
。

（
一
二
）	

森
田
晃
一
「
東
叡
山
主
・
輪
王
寺
宮
の
浅
草
寺
御
成
に
つ
い
て
」（『
岐

阜
女
子
大
学
地
域
文
化
研
究
』
第
一
五
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
一
三
）	
浅
草
寺
・
浅
草
寺
日
記
研
究
会
『
浅
草
寺
日
記
第
一
巻
』（
金
龍
山
浅

草
寺
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
一
四
）	

『
東
京
市
史
稿　

御
墓
地
篇
』（
東
京
市 

編
、
一
九
一
三
年
）
に
収
録
。

二
二
五
頁
参
照
。

（
一
五
）	

吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修
『
閑
院
宮
実
録
』
第
二
巻

（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
に
収
録
。
四
頁
参
照
。

（
一
六
）	

前
注
（
一
四
）。

（
一
七
）	

四
親
王
実
録
編
纂
に
あ
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
記
録
書
。

（
一
八
）	

吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修
『
閑
院
宮
実
録
』
第
一
巻

（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
に
収
録
。
二
〇
七
頁
参
照
。

（
一
九
）	

同
じ
く
庶
民
の
出
で
あ
る
光
格
天
皇
の
御
生
母
と
な
っ
た
大
江
磐
代
君

が
研
究
上
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
伊
藤
き
よ
に

つ
い
て
も
本
来
は
研
究
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

（
二
〇
）	

吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修
『
伏
見
宮
実
録
』
第
十
二
巻

（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
及
び
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義

光 

監
修
『
伏
見
宮
実
録
』
第
十
三
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
に

収
録
。

（
二
一
）	

吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修
『
有
栖
川
宮
実
録
』
第
六
巻

（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
及
び
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義

光 

監
修
『
有
栖
川
宮
実
録
』
第
七
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
に

収
録
。

（
二
二
）	

吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修
『
桂
宮
実
録
』
第
六
巻
（
ゆ

ま
に
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
に
収
録
。

（
二
三
）	

輪
王
寺
宮
は
滋
賀
院
や
毘
沙
門
堂
に
入
寺
す
る
事
を
基
本
と
し
、
戒
師

も
先
代
の
輪
王
寺
宮
が
務
め
る
事
が
多
い
。
初
代
輪
王
寺
宮
の
守
澄
法
親

王
や
公
寛
法
親
王
は
こ
の
基
本
に
則
ら
な
い
が
、
守
澄
法
親
王
は
後
水
尾

天
皇
の
強
い
願
い
も
あ
り
、
輪
王
寺
宮
に
な
る
事
が
将
来
的
に
決
ま
っ
て

い
な
が
ら
も
青
蓮
院
に
て
得
度
し
て
お
り
、
公
寛
法
親
王
に
関
し
て
は
、

輪
王
寺
宮
に
な
る
事
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
本
来
輪
王
寺

宮
と
な
る
は
ず
の
人
物
が
亡
く
な
っ
た
た
め
に
急
遽
輪
王
寺
宮
の
跡
継
ぎ

と
し
て
定
め
ら
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
公
啓
法
親
王
に
は
こ
の
時
点

で
は
そ
う
い
っ
た
特
別
な
状
況
も
見
ら
れ
ず
、
輪
王
寺
宮
と
な
る
事
が
全

く
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
四
）	

当
時
輪
王
寺
門
跡
、
毘
沙
門
堂
門
跡
、
妙
法
院
門
跡
、
梶
井
門
跡
な
ど

は
法
曼
流
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
曼
殊
院
門
跡
や
青
蓮
院
門
跡
は
三
昧

流
で
あ
り
、
法
流
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

（
二
五
）	
こ
の
朝
廷
に
よ
る
憤
慨
は
、
所
司
代
が
な
だ
め
る
事
で
な
ん
と
か
抑
え

た
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
度
々
朝
廷
が
釘
を
刺
す
様
子
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が
「
兼
胤
記
」
に
度
々
記
録
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
順
調
に
附
弟
事
が

進
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
面
が
存
在
し
て
い
る
。

（
二
六
）	
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修
『
伏
見
宮
実
録
』
第
十
巻

（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、
吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監

修
『
伏
見
宮
実
録
』
第
十
一
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、
吉
岡

眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修
『
伏
見
宮
実
録
』
第
十
三
巻
（
ゆ
ま

に
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
に
収
録
。

（
二
七
）	

前
注
（
二
一
）。

（
二
八
）	

吉
岡
眞
之
、
藤
井
讓
治
、
岩
壁
義
光 

監
修
『
桂
宮
実
録
』
第
五
巻
（
ゆ

ま
に
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。

（
二
九
）	

比
叡
山
の
天
台
座
主
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
こ
の
三
室
で
回
さ
れ
る

た
め
、
三
室
と
そ
れ
以
外
の
宮
門
跡
と
で
は
格
に
お
い
て
差
が
つ
く
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

（
三
〇
）	

な
お
初
代
輪
王
寺
宮
の
守
澄
法
親
王
は
後
水
尾
天
皇
の
強
い
願
い
も
あ

り
、
青
蓮
院
か
ら
輪
王
寺
宮
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
江
戸
幕
府
方
で

は
、
当
初
は
輪
王
寺
宮
が
青
蓮
院
の
下
に
入
る
事
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
た
め
に
、
青
蓮
院
に
入
寺
し
て
か
ら
輪
王
寺
宮
と
な
る
事
に
反

対
し
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
先
例
を
通
じ
て
元
の
宮
門
跡
が
何
処

で
あ
る
か
と
い
っ
た
事
が
考
慮
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
出
来
る
。
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※名前左上の数字はそれぞれ
数字のみ：天皇何代目か（皇統譜に依拠する）
文字付数字：四親王家何代目かを示す


